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1は じめに

我々が研究活動を研究室で行なう理由は、そこにいなければならないからではなく研

究室で活動を行なう方が受けられるサービスや利用できる資源が他の場所 よりも整って

いるからである。公衆電話回線を利用 して遠隔地からの計算機資源の利用が可能になっ

ているが、研究の為の環境が整っている点において研究室は一番である。

まず研究の為の環境、つまり研究環境を計算機環境と研究の為の道具や手段、メデ ィ

アを合わせた、様々なサービスが受けられる活動の場と定義する。相磯 国 によれば情

報環境 とは情報技術で創造される人工環境である。また情報メディアを情報の生成、利

用、伝達、変換、認識、知覚、利用 を助ける[1]媒 体、手段、道具、機器 と定義する。情

報メデ ィアと情報環境が組合わされてメデ ィア環境 とよばれる環境がつくりだされそこ

では知的活動の支援、感性の刺激や醸造がおこなわれる。[11こ れから述べる研究環境

はメディア環境に相当する。知的活動の支援や感性の刺激、醸造 といったものは研究活

動においても必要とされているからだ。合意形成や会議など、人間の知的活動の支援を

研究対象 としたグループグループウェアの研究が盛んである。本研究では対象を研究室

内に絞 り、そこでの計算機支援を検討する。

研究環境は場所 という制約を解消 しつつあるが、研究を支えてい く上での問題は十分

に解消されていない。研究環境で活動を行なう研究者のなかには、計算機をうまく利用

している人とそうでない人が存在する。明らかにある種のギャップが存在 している。こ

のギャップは個人的能力の差であるが、研究環境からの適切なサポー トが存在すれば埋

めることのできるものである。例えばあるプログラムが必要になった時に、自分が利用

できる範囲において既に存在 しているか、もしくは誰かがすでに作成 しているといった

事が考えられる。しかし自分の計算機環境や回りの人の作成履歴などを十分に把握 して

いなければ、時間を投資 して探 しだすか自分で開発を行なわなくてはならない。所有す

る情報のリストや活動の履歴などが参照できれば効率良く判断できる。開発するにもラ

イブラリの所在や適切な言語の存在 を知らなければ時間を無駄に使ってしまう。計算機

初心者や環境への知識が不足 している人ほど勤 率は悪 く、検索の頻度 も高いことが経験

的にいえる。自分の環境、この場合研究環境において状況を把握することの難 しさと必

要性は存在 している。

研究をおこなう全ての人は計算機や環境に対する知識を十分に持 っているという仮定

は大学の研究室のような定期的に研究者が入れ替わる場では誤 りである。特に本学1の

ように計算機に対する知_a,pをもっていない人 も入学 し研究活動を行なう状況では、研究

者に研究環境全体における情報の所在や状況を提供する機構は有効である。研究環境は

研究全般で研究者を支援 しているが、研究の場をどれだけ有効に利用できるかは結局個

人の能力にかかっている。現在の研究環境では十分にサポートしていない部分である。

以上のように現在の研究環境は十分なものとは必ず しもいえない。今以上の計算機支

援によってよりいっそう研究活動を効率的、効果的に行なうことは可能である。研究環

境の計算機支援について現状分析をおこなった結果、特に研究室資産の継承が困難であ

る点を解決するためリソース ・サーバ1abdbの プロトタイプを開発 した。labdbは 研究

環境の計算機支援の一つであり、また他の支援の基盤となるものである。開発 したプロ

1北陸先端科学技術大学院大学
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トタイプは特に研究室単位の利用 を想定 している。

第二章では研究室における活動を分析 し特徴 を述べる。また、研究環境の計算機支援

における問題点も述べる。研究室資産の継承に焦点を絞りプロトタイプ開発に必要な問

題への対応は第三章で述べる。プロトタイプの詳細について第四章で述べる。未解決の

問題の内で特に重要と考える二つの点、多様な名前空間への対応と研究成果の日常的収

集について考察をおこない第五章で述べる。また未解決の技術的問題の内今後の対応す

る部分については、今後の課題 として取 り上げている。

2研 究室内の活動の分析

研究環境で現在利用可能な言i算機支援を具体的にあげると、論文検索サービス(WAIS2)

や電子メール(特 にメーリングリス ト)、NetNewsな どがある。(表2)遠 隔会議シス

テムも研究環境の計算機支援に含まれる。研究者それぞれの研究スタイルによって必要

な支援が異なってくるので、現実には多種多様な支援が必要に応 じて求められる。提供

されるサービスはこれだけあれば十分 というものは存在 しない。

一般的な研究活動を対象に検討すると対象領域が広いものとなる。そこで具体的に研

究環境 として自分の所属 している研究室3へ焦点をあてる。そして研究室内(研 究環境)

で研究活動がどのように行なわれているかを分析する。研究環境とはどういった特徴を

もつものなのか、研究環境における計算機支援 とはどういった機能を実現することなの

か整理する。現在、研究室で利用できるサービスを表2、1に まとめる。特に研究に関

係するサービスや研究で使用するツールを列挙する。

表1:研 究活動 中受けているサービスa

1計 算機を利用 しなくても受けれるサービス}

サービス名

文献検索

質問、回答

ゼミ部屋の予約

スケジュール調整

コ ピ ー

文房具の貸与

種類

図書館、研究室文庫

口頭、 メモ

扉の前のスケジュール表

巡回口頭

資料作成、メモ作成

資料整理

2.1身 近な研究活動の現状

研究活動の特徴を整理 して、それぞれについて詳細を述べる。まず最初の特徴は、研

究室における研究者間の協調関係は基本的に疎であるという点である。(特徴1)こ こ

で述べている研究者間の協調関係とは、互いに共通の目標 を持って活動 している関係を

指 している。研究室内で共通の目標を持つグループが生まれ、メンバーが目標に向けて

2WideAreaInformationServers

3落 水 研 究 室
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表2:研 究活動中受けているサービスb

計算機を使用することで受けられるサービス

ツール名

StP4[3]

ObjectCenter5

電子 メール

News

エ デ ィ タ、 コ ンパ イ ラ

TeXs

WAIS

図形エデ ィタ

オーサ リングツール

OCR

CD-R

VTR出 力

種類

上流工程CASEツ ール

下流工程CASEッ ール

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ッ ー ル

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ッ ー ル

ソ フ トウ ェ ア ッ ー ル

文書作成

論文検索

図表作成

映像加工処理

メデ ィア変換

メディア変換

メデ ィア変換

協力 して活動 を行 なうことはある。 しか し研究室内でのグループは発生か ら解散の期 間

が短 く、研究室内に存在するグループ数の変化 も早い。研究活動の中心が、各 自のテー

マ を自分のアプローチで進めてい く個人活動 を中心 に行 なわれているためである。二番

目の特徴 は、研究者 はformalな 情報交換の機会 を中心 に情報整理を行 なっていることで

ある。(特 徴2)こ ういった機会が くると、それまでは紙切れのメモや ファイル、ノー

トなどにバラバ ラに保存記録 されていた情報が研究活動の成果物 としてまとめ られて整

理される。また、成果の研 究における位置づけを再評価 した りもする。この機会で成果

物の発表や質疑応答 、意見交換がお こなわれてお り、交 わされた発言内容な ども今後の

研究活動のために必要な情報 としてそれぞれに利用蓄積 されている。直接 には利用 され

ない場合で も研究の理解 に必要な情報 として重要である。

三番 目の特徴 は研究活動の円滑な進行 にinformalな 情報が果たす役割が大 きい点であ

る。(特 徴3)研 究者はforma1な 機会 よりもむ しろ日常 において頻繁に情報交換や収集

整理を行 なっている。例えば、今抱 えている問題 に対す るヒン トや知 らなかった話題 の

入手 といった広範囲な情報は日常の会話 などに含 まれていた りする。研究テーマ と無縁

な何気ない話で も得る ものがあった りする。気軽 に交わされる会話が直接役立つか どう

かに関わ らず、重要な もの を含む可能性あることを見過 ごすことは出来ない。

四番 目の特徴は、研究室内での情報交換の多 くがinformalな ものであるとい う点であ

る。(特徴4)日 常 においてinf・rxnalな 情報交換(主 に口頭)が 頻繁に行なわれている。

それに くらべれば研 究室内ではゼ ミや発表会での情報交換は圧倒的に少ない。例 えば学

sSoftwarethroughPicturesはINTERACTIVEDEVELOPMENTENVIRONMENTS ,Inc.の登録

商標です。
60bjectCenterはCenterlineSoftware ,Inc.の登録商標です。
sTeXはAMS(AmericanMathematicalSociety)の 商標です。
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生は何か調べてわからない ような問題があれば友人に尋 ねるなど して回 りから情報 を収

集する。研究から離れて雑談 を交わ した りもす る。このように普段交 わされる内容は個

人が もつ経験や知識で、ほ とん どは揮発 性な情報(用 件が片付けば無 くなるか、頭の中

に残 るもの)と いえる。 もちろん、話 のなかで興味 を刺激され、論文な どの生成物 を う

け とるといった場合 もある。こ ういった気軽で 自由な会話が研究活動 にどれ くらい貢献

しているか評価 は難 しいが必要であることは経験的にあきらかであろ う。また、formal

な機会 に交わ される情報 に比べて記録 を残す ことが難 しいが、これ らの情報の収集 、記

録 は必要である。情報フ ィル タリングを用 いることで大量のNetNewsの 記事 か ら興味

のある対象 を抜 き出すシステムな どが研 究されていて、かな りの精度 をあげ るものも存

在する。図

五番 目の特徴 は、研究活動で利用する情報は多様 なメデ ィアに存在 している点である。

(特徴5)計 算機 に直接 関係する電子 ファイルで も計算機 にローカルなハー ドデ ィスク

や共有 しているハー ドデ ィスク、個人的に所有 してい るパ ソコン、ス トリーマや フロ ッ

ピーデ ィスクな ど様 々な場所 に置かれている。一部 を除 きハー ドデ ィス クは全体で統一

的に扱 う手段が提供 されているが、持ち運びが呵 能なフロッピーデ ィス クやス トリーマ

な どはこの管理手段 の対象外 となっている。論文や書籍 についても個人で所有 していた

りや研究室で共用 されていた りする。電子ファイル化 されているものは計算機 システム

内に存在 していた りもしている。メデ ィアや情報の管理は主 に所有者個 人が行 なってい

るが、全 てを把握 している人はなかなか存在 しない。その理由は、それぞれの目的の為

に様 々な手段 を使 って収集されるか らである。さらに整理 もそれぞれがその時その時の

目的にあ った分類で行なっているためである。

2.2研 究室モデル

研究室活動への支援としてどういったものが必要か検討する。研究活動が個人の活動

を中心におこなわれている(特 徴1)の で、研究に必要な道具や装置、メディアが充実す

ることが必要である。それによって研究者個人の研究を進める力が高められる。しかし

研究者個人に対する支援だけでは十分でない。(特徴2)例 えば研究活動の一環として複

数人の討論やグループでの実験なども行なわれている。こういったグループ活動をうま

く進めるための道具やメデ ィアが必要である。また、研究活動の円滑な推進にinformal

な場での情報を利用 していること(特 徴3、4)な どから研究者間のコミュニケーショ

ンを豊かなものにする支援といったものが必要である。交わされる情報の保存や整理も

今の個人単位からより広い利用者を対象とする必要がある。だが、研究室内では互いの

距離が近いのでコミュニケーション支援はあれば便利であるが、それらだけの支援は十

分ではない。研究室内では様々な場所に多様な形で情報が管理され(特 徴5)、 誰もが全

容を把握することは難 しい。また、参照の手続きが煩雑で時間がかかること、研究室の

メンバーの入れ替わりが定期的におこることやそれによって研究の継続が難 しいといっ

たことから、そのままその困難を解消するような計算機支援が求められる。研究情報の

管理格納は個人レベルの単位でも重要であるが、研究室全体 としても重要である。研究

室資産の管理、継承が必要である。

以上の点から必要な支援を検討するため、研究室を研究者と情報の関わり合いの視点
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からモデル化 した。研究者が独自の目標 を追求 している状態を図1で 、複数の研究者ら

が協調して作業を行なっている状態を図2で 示 している。

qo
RO

己r案

0

■

r｠

窓
(書

/人 の動き

/情 報の移動

0 個人生成[コ 個人専用
物 、知識 端 末

● 継 職 展計
ロノ 　ロロへ 　

9難 易てきた/購 換の

図1:独 自の目標追求主体の日常

普段は、研究室で研究者はそれぞれ独自の目標をたてて追求 している。この状態を図

1で 示している。研究者は計算機一台を個人で利用 している他、各自で管理する資料や

知識を保有 している。必要に応 じて共用に設けられた計算機を利用 したり、保管されて

いる書籍といった共用資源を利用する。時には他の研究者 との会話を通 して研究に役立

つ情報を仕入れたり譲り受けたりして各自が保有 している情報を増や していく。

研究のある時期、共通の目標をもつ研究者らが集まりその達成に向けて活動すること

がある。この状態を図2で 示 している。グループは共通の目標をもつ研究者が集まって

構成されている。グループ内では、それぞれの知識や経験、所有する情報を持ちより交

換することでグループ内に誰のものでもないが皆が共有する生成物 を蓄える。それら

を活用 し知恵を出し合いながら目標である最終生成物を作成する。目標達成の過程で得

られた情報や知識はそのまま各自の情報として蓄えらる。目標が達成された時点で、集

まっていた研究者は各自の目標の追求にもどってい く。この間にも独自に目標が存在す

る研究者はグループに参加せず研究を行なっている。参加 していない研究者はグループ

によって蓄積 された成果物に関してほとんど内容を把握 していない。

研究室内の状態を示 している二つの図(図1、 図2)か ら、幾つか研究室の特徴に気

がつ く。一つは研究者は情報を間にはさんだ形で他の研究者と結び付いていることであ

7
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/情 報の移動

共有生成物

O
●
〆{＼Z

4

ie〆
＼ ノ聯、

9●,。馬

個人生成
物、知識
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■ 共用計
算機

/ 情報交換の
繋がり

図2:協 調が必要な時
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一

る。ある情報に対する責任が共に等しい研究者を集めることで過去のグループを表すこ

とが出来る。他の研究者との協調活動において、情報を挟んで行なわれていることが重

要である。図3の 研究室モデルで研究室活動の一面を示 している。現在のところ、直接

研究者Aの 作業空間 研究者Bの 作業空間

独 自の テーマ のため

の情 報

.共 通 の .。

翻 票の

縫 綴 …、

独 自の テーマ の ため
の情 報

研究者Aと 研究者Bの 協調作業空間

図3:研 究室モデルa

知ることの出来なかった生成物に対 しても参加 した研究者を介 してアクセスできる。実

際このようにして研究者一人一人が自分の保有する情報を増やしている。これは情報共

有を困難にしている遠因である。

二つ目は研究室内の状況は研究者それぞれにおいて図1、 図2の 状態の問をいった

りきたりしていることである。つまりその時々人それぞれに応 じて必要な作業空間が異

なっている。図4の 研究室モデルはもう一つの側面を示 している。

独 自の 目標追及 協調作業

共用 資源 の利 用

lnforma1な 会議

情報 の提供 と受取

計算機 の利 用

共用資源の利用

formalな 会議i

各自の情報や知識を集約

共有情報の作成

)

図4:研 究室モデルb

2.3研 究環境とは

ここで、活動に必要なサービスや道具、情報 と活動者で構成される空間を作業空間と

定義する。特にそこで活動する人数に気を配る時、複数人で協調活動を行なう作業空間

を協調作業空間とよぶ。一人で活動する作業空間を個人作業空間とよぶ。作業空間と研

究環境は定義上近いものがあるが、作業空間の方はそこで活動する研究者にとって最適

9
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な空間であ り、研究環境はその作業空間をつくりだすもとである。図5は 研究環境 と作

業空間の関係 を示 している。図5を 説明する。ある時点において研究者Aと 研究者Bは

図2に おける協調作業を行なっている。同時に研究者Cは 独自の目標を追求している。

同じ研究室でもAとBが 構成する協調作業空間とCの 個人作業空間では支援への要請

が異なっている。また、同じ時期に別のグループとして研究者Dと 研究者Eが 協調作

業を行なっていると先の協調作業空間とDとEに よる協調作業空間とではどういった

支援が必要かという要請が異なって くるため二つは異なった協調作業空間である。

協調作業空間A

AB

実 実

個人作業空間B

C

実

協調作業空間C

DE

実 実

r

研究環境

作 業空 間 のパ ラメー タ

グループメンバーの設定登録
アクセス制限
作業場所
作業目的(最 終生成物)
日付時間

図5:研 究環境と作業空間

つまり、研究環境に求められているものは、研究活動をおこなう研究者それぞれに最

適な作業空間を作 りだし提供することである。同じタイプの作業空間(協 調作業空間、

個人作業空間)で あっても空問を構成するパラメータが異なれば最適な空間というもの

も異なったものとなる。作業空間を構成するパラメータは次のものが考えられる。

メンバー 誰が活動する(し ている)の か。

アクセス制限 持ち寄る情報や保有する情報、最終生成物といった位置付け毎の必要 と

されるアクセス制限はどうなるのか。

作業場所 どこで行なわれる活動なのか。

作業目標 最終生成物は何か。

日づけと時間 いつおこなうのか。

研究者は研究室に存在する資源や計算機を直接管理操作する必要があるわけではない。

研究室で提供されるサービスや情報を道具とするなら、研究者にとって適切な道具を利

用できることが重要である。研究環境の側から見れば適切な情報や道具を提供出来るこ

とが重要である。計算機支援をつうじて環境基盤にある様々なサービスや資源を利用す
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一

書籍

研 究 環境 特 に環境 基盤

UNIX_network

研究 環境特 にCS層

電子会議

実,

Macintosh

メモ

VTR

図6:研 究環境 と研究者の関係

ることで、より高度なサービスの提供が呵 能になる。そこで研究環境と利用者の関係を

図6の ように考える。研究の核になる研究者(達)に 対 して研究室のサービス、資源が

計算機支援層から提供される。研究の成果物も計算機支援層を通じて研究環境の環境基

盤に取 り込まれる。作業空間毎で受ける計算機支援や結び付 く研究基盤を変化 させる事

は研究環境の計算機支援層が受けもつ。

2.4研 究環境のComputerSupport化 とは

研究環境への支援要請を次に挙げる。

・研究の助けになる様々な道具や手段、媒体の提供

・様々なツールの組合せた利用を保証するプラットフォームの提供

・グループの自由な生成 と解消、複数のグループ間の情報資源や研究室資源の管理

・情報の参照や再利用を支える成果の格納と管理

・研究成果や研究の進め方といった研究運行にあたって必要な研究履歴の管理

・研究者間のスケジュール調整や連絡機能の充実

これらの要請にこたえる研究環境の計算機支援を、四つの支援機能としてまとめ直す。

1研 究支援機能 各自の目標やアプローチに応 じた活動を支援する道具や手段、媒体そ

のものやそれらを作 り出す機能。研究はこの機能を利用 して進める。協調作業空

間や個人作業空間内での活動に直接結びつき提供される。

11

些一…帽輻贈噸一 圏■■■剛■關■■剛 ■■■■■■■圏■ 隣



嗣

2協 調作業支援機能 同じ目標をもつ研究者らが集まって行なう活動の資源調整や管理、

コミュニケーション支援。協調作業空間を作 りだ し維持する役割を果たす。

3生 成物管理機能 研究活動によってあげた成果(成 果物)を 集めて自由に利用するた

めに管理する。扱 う情報は研究室の資産として管理する。また、その情報は研究

者へ提供される。成果物提供に関 して研究者の負担を減らす工夫が必要である。

4活 動効率化支援機能 研究の本質に直接関係 しない仕事、たとえば資料整理やメディ

ア変換、マネージメント業務 といった仕事が研究者にかける負担 を軽 くする為の

もの。

これらの支援が研究環境に存在することでそれぞれの研究活動がうまくいく空間を構

成できる。しかしこれらの計算機支援の十分な機能の実現に対 し次の四つの障害がある。

A多 様な名前空間の存在 ものに対 して どうい う名前 をつけるか とい うことは人毎、場

所毎 、目的毎 に異なっている。同 じ名前づけ によってまとめ られている集合 を同

じ名前空間に存在 すると定義する。研究室内には様 々な名前空間が癖 在 している。

また、名前空間は大 きく二種類の空間を表現 している。一つは物理的空間であ り、

情報や ものや人の存在位置をはっきりした ものにす る。例 えばUNIXフ ァイルシ

ステムの名前空間が相 当する。 もう一つは論理 的空間で、情報や ものや人 の扱 い

を示す ものである。例 えばStP[3]な どの、デ ィレク トリとツールの問の対応が

示 し、NeXTSTEP7の ファイルシステム もそれに近い。名前空間は同 じ様 な

役 割で空間を示す ものでもそれぞれに独 自な ものである場合がおおい。例 えばU

NIXフ ァイルシステム とMacintosh8フ ァイルシステム とでは、ファイ

ル管理のための名前づけであっても全体で とりまとめて管理するのは難 しい。こ

れは研究環境 の重要な仕事であ り、問題である。

B研 究方法の多様性 人それぞれに研究の進め方が存在する。研究 とは進め方、手段の

選択が幅広い。研究活動のスタイル千差万別でありそれに制約を与える環境は本

末転倒 といえる。研究環境はそれぞれの進め方をより行ない易い方向へ発展させ

る手伝いを行なうものでなくてはならない。提供する支援機能が研究者に対 して

求める制約が研究方法に踏み込まない配慮が必要である。

C支 援ツール間の連絡 ツール統合 のプ ラットフォームの実現 と利用が必要である。複

数の道具 を使って研究 を行なう際に、それぞれの道具の間で生成物や作業のスムー

ズな流 れがな くてはならない。道具 を切替える際に作業が止 まった りすることでは

困る。現在 ソフトウェア開発環境のプ ラッ トフォーム としてPCTE[4]と い うツー

ル間インターフェースが提供 されている。研究環境 においてもこういった ものが

必要である。 また、旧サポー トと新 サポー トの間はシーム レスでな くてはならな

い。また、存在場所 が受け られるサー ビスへの制約 とな らないこ と、扱 う情報の

単位 も格納 されている単位(例 えばフ ァイル)へ の操作 だけでな く意味 をなす集

合(例 えば研 究論文)を 対象 に した操作の実現 も要求 される。

7NeXTSTEPはNeXTComputer
,Tnc.の登録商標です。

sMacintoshはAppleComputer ,lnc.の登録商標です。
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Dノ ウハウが人に付随 研究室で必要なノウハウを研究室に残すことは重要な問題で、

必要なことである。 しか し雑用への対応の経験や知識を次のメンバーも生かせる

形で残すことがむずかしい。研究の進め方 といったものも経験の浅い研究者にとっ

て参考となるものが少ないことが現状である。ノウハウ自体の特性の他にも、研

究室のメンバーが定期的に更新されることも困難にする要因である。更新の度に

引き継ぎが行なわれる度に、それまで蓄積 された知識や研究から確実に伝達漏れ

が生 じている。現実にノウハウは人に付随 していてお り、これらを習得 し取 り戻

す為に更新時、一定期間の時間的肉体的労力を払って取 り戻 している。

計算機支援とそれぞれの実現に関係する障害の対応を表3に 示す。

表3:計 算機支援の実現と障害の対応

協究麟 の計鰍 支倒
研究支援機能

対応する轄i

協調作業支援機能

生成物管理機能

活動効率化支援機能

研究方法の多様性

支援ッール間の連絡

多様な名前空間の存在

支援ッール問の違絡

ノウハウが人に付随

多様な名前空間

研究方法の多様性

支援ツール間の連絡

ノウハウが人に付随

多様な名前空間の存在

支援ツール間の連絡

ノウハウが人に付随

表3に ついて詳細を述べる。研究支援機能の実現の際、まず研究方法の多様性が障害

となる。研究のための道具や手段、媒体などは、研究方法が多様な為あらかじめ必要な

ものを全て用意 しておくことはできない。そうなると既存の機能を組み合わせようとす

るのだが、二番目の支援ツール間の連絡がよくなければ既存の機能が抽象的で高度なも

のになるほど後で組み合わせる苦労は大 きなものになる。

協調作業支援機能の実現には多様な名前空間の存在が障害となる。ある研究者が、複

数のグループに同時に参加 していてかつ自分だけの目標を持って活動 しているといった

場合は珍 しくはない。それぞれの作業空間での生成物の管理は、自分で管理している場

合とグループ内で決められている場合の二種類ある。どちらにしても参加 している研究

者は自分が参加 している全ての名前空間を把握 していなければならない。全ての名前管

理の負担を結局参加している研究者個人がもつことになっている。この為、ある人が持っ

ている情報を外部からのぞき込んでも把握することは困難になってしまう。さらにはグ

ループ単位で生成された成果を管理することも必要である。支援ツール間の連絡の障害

として、個人単位の利用を前提としたッールやプラットフォームの他に複数人で操作す
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るツールや複数人の利用をささえるプラットフォームが別に必要になることがある。こ

れらは個人単位向けに提供されているものと比べて数がまだ少なく実験的な性格の強い

ものが少なくない。また、複数人向けのツールやプラットフォームと個人向けツールの

連絡に考慮 をはらったものがないわけではない。しかし十分とはいえない。今後充実 し

ていくことが期待されるが、現在研究が行なわれている分野なのである程度時間が必要

となるだろう。複数人で活動を行なうにあたっては、調整役にあたる人の能力が活動結

果へ影響をあたえる。また参加者側もグループの目標に対する効果的な行動をおこなう

ことが求められる。ある活動について、どういった準備が必要かといった情報や、過去の

活動履歴など予備情報を蓄えることが必要となる。例えば研究室のゼミの場面で、自分

の担当部分にあたりあらかじめ準備が求められる。なにをどの程度準備するかといった

知識などは経験的に参加者個人に蓄積されている。しかし個人差が存在するのでいいゼ

ミとするためにはこの知識の少ない人に対 して過去の活動履歴を参照することで補える。

生成物管理機能の実現の一番の障害は多様な名前空間の存在がある。協調作業支援機

能でも触れた問題の他に、記録 しているメディアが多様なことが一層困難にしている。

なぜならメディア固有の名前づけの制約が存在 しているため、保有 し管理 している人毎

に名前管理の方針が異なっているため、可搬性の高いメディアの所在は常にある種の不

確かさをもっているためである。また、紙やフロッピディスク、ストリーマといった媒

体の存在を無視できないことも生成物管理の難 しいところである。研究者個人が行なっ

ている生成物管理は全てがうまく行なわれているわけではない。それは記録に残 してい

ない管理情報が存在 し、それらを加えて生成物を管理 しているからと考える。記録に残

していない管理情報 とは例えば生成の動機や研究上の位置付けなどがあげられる。それ

ぞれの生成物に対 して記録 していない情報を考慮 しながら管理すると記録 していない管

理情報が失われた(忘 れた)時 、その生成物の意味が失われる。人それぞれに位置づけ

の種類や記録 していない管理 青報の内容が異なるだろうが、これら記録されない管理情

報を汲み上げ記録する機能が必要である。生成物管理機能は生成物を記録 して保持 して

いるほか、生成物を利用する他の機構やツールへ提供することもおこなう。生成物管理

機構 と様々な管理機構の間で情報の交換が円滑に行なえることも重要な点となる。例え

ば生成物を一括 して管理するデータベースをただ導入するだけでは十分ではない。現在

使用 しているツールが使えなくなるといった事態が発生するようでは困る。また今後開

発 していく、生成物管理機能を利用する支援機構 とのインターフェースも考慮 しておか

なければならない。

活動効率化支援機能の実現の一番の障害は支援ッール問の連絡が十分でないことであ

る。記録メディアの変換や既に作成 した情報の収集、再編集といった作業が頻繁におこな

われている。そのうちで特に再編集作業を行なう際には編集の手間以外で労力を払って

いる。最悪の場合、元情報の所在を探すことからはじまり編集可能な場所へあちらこち

ら移動するといった状況もあ りうる。情報の検索から変換、編集処理まで一箇所で行な

える状況が望ましい。情報を収集する際に、多様な名前空間が存在 して外部から把握す

ることが難 しいという点は他の支援機能における障害 と同様である。また、ある仕事を

片付けようとした時、始めておこなう人はその仕事を過去に幾つも経験 した人と比較 し

て手間取る部分が多い。何でどうすればいいかといった段取りの部分をふくめて活動履

歴やガイドラインといったものでも参照できれば大きな助けとなる。こういったサポー
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一

トの枠組はなかなかな く、あって もスムーズ な記録は困難である。

こういった問題は個 々のツール毎 に解決 を図 るものではない。研究環境実現への障害

に対応す る機構が支援機構の他 に必要である。

3研 究室資産の継承

研究環境に対する要請のうち特に研究成果物の蓄積や活用に注目し、研究資産の継承

をどのように計算機支援で実現するのかに焦点を絞 り検討する。これは研究環境の計算

機支援への三番目の支援機能に相当する。

個々の作業空間において作成された生成物 を環境基…盤に榴納 し、計算機支援を通 して

利用する手段を研究者に提供することは以下の点でメリットがある。

成果物の参照 各研究者が挙げた成果を他の研究者が具体的な情報を十分に把握 してい

な くても利用できる仕組みを環境が覗 供する。具体的な情報とは、どんな成果を

あげたか、何処にあるか、誰がつくったか、いつ作成 したかなど成果物を一意に

決める為に必要なものを指す。

研究資産の継承 研究室内で研究が継続されていく場合、過去の研究経過や生成物につ

いての情報が研究環境に記録され、提供される。まったく予備知識が無い場合で

も成果物の再利用が環境のサポートで可能であるということである。

3.1研 究環境に存在する一般的な生成物

まず、研究環境にどのような生成物が存在 しているのか整理する。特に研究室資産と

して扱わなければならないものに対象を絞っている。図7で 生成物 とその関係、そして

生成物の内容を一段詳細化 したものをしめす。

図の見方を説明する。一番外側の四角形はある生成物(例 えば論文やプログラム)を

表 している。一つ内側にある四角形は外側の生成物を構成する要素(例 えば論文ではテ

キスト、図表、タイトル、参考文献 リス ト)を 表 している。四角形を結んでいる直線は

生成物問の関係を表す リンクである。リンクには関係が記録されている。例えば論文 と

プログラムに開発するという関係が結ばれている。リンクの端に黒丸がある場合、それ

は多重対応を表している。例えばレジメのストーリに対 して要約が複数結び付けられる

ことが表されている。リンクの端に付けられた菱形はaggregationを 表す。レジメのス

トーリと詳細説明では、ス トーリはタイミングによって指示される詳細説明の集合から

なっていることを示 している。

図7に 現れる生成物は研究内容を伝える為に必要なものを経験的に選択 したもので

ある。よって全ての研究においてこれらの生成物が必ず現れるというわけではない。ま

た、これだけで十分であるとは言えない。ただ次の点は研究成果物を考えるうえで重要

である。

・研究の結果生成される成果物はその内側に構造を持っていること。

・研究の内容を把握するには生成物間の関連 も必要であること。

・生成物構造を定義必要に応 じて拡張できること。
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論文(報 告書)

レジ メ

ス トー リ 要約

タイ ミング

詳細 説 明

ま とめ る

ま とめ
利用する

OHP

テキス ト

参考文献
リス ト図表

タイトル

参考する

図 コ メ ン ト

タ イ トル

フ。ロ グ ラ ム

整理する

分析する

実験データ

開 ・す る

参.す る

デー タ

本体

実験計画

ラベル

実 ∠す る

makeフ ア イ ノ ツ ダ フ ア イ ノ ソ ー ス フ ァ イ ル

ル にすマニ ュ

テキス ト

三

s題目 ア

目次 ル書

ページ番号 籍

雑タ
誌図表イ

ト
ル

参照する

基づ く

ソフ トウェ ア仕様 書

ソフ トウェ アプ ロセスモ デル

表

工程名

モデル図
記述

議事録

レ ビ ュ 一す る

意見 テ ーマ

質 問

回答

検討する
購入計画書

物品表 説
明
書製品名

カタログ

購入する

検言する

保
証
書

項目 棟

管

所

履値
歴
情
報

図7:研 究環境に存在する一般的な生成物
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時間

切 りだ しC

イ

ベ ン ト

ベ ン A

▲

1

研究テ

切 り出 しA

研究

研究者B

A

マb

▲

t

研究テ

切 り出 しB

一 マd

研究

研究者

図8:生 成物管理のための基本構造

3.2生 成物管理の為の構造

研究の成果は研究室の資産 となる。研究成果 を継承 し伝えていくためには成果物だけ

でなく研究における成果物の役割といった背景も必要である。研究室資産 として成果物

を管理するためには管理の為の格納構造が必要である。

管理の為の格納構造を図8に 示す。構造には三つの中心軸がある。一つは活動記録や

生成物の作成、研究開始日や終了日といった時間であ り、一つは活動する研究者、もう

一つは研究テーマが記録される研究である。

図8か らある研究テーマbに ついて切 り出したものが図11で ある。この構造は研究

者 と時間の二軸で表される。図8か ら研究者Bに ついて切 り出 したものが図10で ある。

この構造は研究者と研究の二軸であらわされる。実際の生成物管理における構造はこれ

ら三軸でつ くられ、生成物は空間内に保管される。図9に よって研究活動におけるイベ

ントと研究者の関連を説明する。そ して図10と 図11そ れぞれについて、この図で何を

表 しているか説明する。

つぎに、管理している生成物への検索の視点を考える。複雑な管理構造のなかに生成

物が収められている。利用者は管理情報にたいして十分な知識をもっているわけではな

い。むしろ必要でないことが求められる。そこで検索者の視点をい くつか検討 し、どう

いった情報提供があるか検討する。

そして具体的に格納されている構造をもちいて生成物の登録と検索について考察する。

特にある研究の生成物の格納検索と複数の研究による生成物の格納検索それぞれの例に

ついて検討する。
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一

時問
切 りだ しC

イベ ン ト

イベ ン トA

○ 参加している

研究者A 研究者B
研究者

図9:格 納庫 内の構造 イベン トとメンバーの関係

3.2.1研 究者 と研究 と活動記録

研究生成物の背景となる情報には、いつ誰が何の為につくったものかということが必

要である。またその生成物はどういった役割を果たしているのかという情報も重要であ

る。そこで、いつに相当する情報として時間軸上に記録される活動記録を、誰がに相当

する情報として研究者を、何の為に相当する情報 として研究を記録する。また、生成物

を論理的な塊(た とえば論文)の なかでどういった役割を果たすのかを、塊を構成する

構造中の位置付けで記録する。

また、研究室活動と研究室メンバーの関係は時間と研究者の対応で保存する。図9は

情報格納庫に格納されている研究室活動におけるイベントとメンバーの関係 を示 してい

る。様々なイベントを時間軸上に記録 している。

図9の 説明を行なう。横軸は時間、縦軸は研究者を示している。横軸にははイベント

が刻まれていて、現在よりも前のものは記録 としている。現在よりも先のものは予定で

ある。研究室メンバーは登録がおこなわれた時点から記録されはじめる。白丸はイベン

トに参加を示 した予定または記録を示 している。

ここではイベントとして扱 う対象の範囲をどこまでにするかが重要な点となる。イベ

ントは大きく二種類に分類できる。一方は研究室全体の行事や学校行事、学会活動など

のpublicな もので、もう一方は研究者個人の研究予定や記録でprivateな ものである。

扱いにこれら二種類のイベントで差はない。だがprivateな ものを含む分、取 り扱いに

関 して注意が必要となる。イベント情報を扱 うサービスについて必要なものと控えるべ

きものの判断が必要である。

ある研究者について切り出 した構造、つまり研究軸 と時間軸によって示されるものか

らは次のように研究活動の状況を読みとることが出来る。図10は ある研究者Bに つい

て時間軸と研究軸によって記録する構造を示 している。研究者Bが もっている研究テー

マについて、研究活動を通 じて次のように読みとれる。研究テーマdの 研究開始日から

研究テーマbの 研究開始日までは研究テーマdに ついてだけ研究活動を行なっている。

そ して研究テーマdの 研究終了日まで同時に二つの研究テーマについて研究活動を行
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なっている。そ して研究テーマbの 終了 日までは研究 しているテーマはこれだけである。

研究者Bに ついて時間

o生 成物

研究終了日 ▲ 研究期間

作成日

研究終了日.

作成 日=

作成日.

研究開始日6=

研鞭,===土===0
研究

研 究テ ーマb研 究 テーマd

図10:情 報格納庫の基本構造 研究軸と時間軸

ある研究について切 り出した構造、つまり研究者 と時間軸によって示されるものから

は次のように研究活動の状況が読みとれる。図11は ある研究テーマについて図8を 切

り出したものである。情報格納庫内における研究者軸と時間軸によって表現される関係

を示 している。この切 り出しではある研究について研究の担当者の変化や引き継ぎ状況、

共同研究といった形態が表現されている。図11で は、ある研究テーマbに ついて研究

者二人が携 わっている。研究者Aが まず研究者Bが 参加するまで研究を続けている。そ

の後、研究者Bが 途中から参加 し研究者Aが 研究をやめるまで二人で研究活動を行なっ

ている。研究者Aが 研究をやめた後 も、研究者Bは 研究活動をしばらく継続 している。

時間 ある研究テーマbについて

o生 成物

轍 了日一一 ▲
㈱ 間

作 成 日 ≡

研究終了日 ≡

作成日 ≡

作成日

研究開始日

作成日 一 一 一 一 一〇i

研究開始日=i 研究者

研究者A 研究者B

図11:情 報格納庫の基本構造 研究者軸と時間軸

情報格納庫は研究毎に時間軸にそって生成物を並べ保存する。
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活動記録

誰が参加 し か

研究者

どんな事をしたか

誰が行ったか 何の研究か

何をした

研究情報
=研 究

、

ど うい った ものか

(サ ブ)

フ レー ム

何を残 したか

フ ア イ ル

内容はどれか

図12=視 点の変化 と格納 してい る情報の対応

3.2.2検 索視点

このような格納庫 に対 し検索を行な う場合 には、つ ぎの視点が存在する。ここでフレー

ム とは論文 やプログ ラムといった生成物の論理的単位 のことを指す。

・ イベ ントに誰が参加 したか。

・研 究者が どんな事に参加 したか。

●研 究者が何 をやったか。

●研究 を誰が行 なったか。

●研究で何 を残 したか。

● フレームは何 の研究 によって作成 されたのか。

・ フレームはどういった内容 を持 っているのか。

・あるファイルはどういった役割 を持 っているのか。

これら視点は、情報のある型か ら別の型 を獲得 しようとする事 を表 している。視点の変

化 とはある種の情報 をもとに最終目的情報 を獲得するまでの視点の動 きである。図12は

視点の変化 と格納情報の対応 を示 している。なんらかの手がか りか らあ らゆる情報ヘア

クセスで きることと視点 の変化 を通 じて情報の背景が掴めること両方が格納庫 に対する

検索に対 して重要である。また、これ らの検索を可能 にす るように格納 を行 なわな くて

はならない。

3.2.3管 理のための情報

ここまでで挙げた成果物を格納するための構造は図13の 管理情報で作られる。

研究室スケジュールと研究者、研究で生成物の背景となる情報を構成する。そしてこ

れらの背景をもつ情報として生成物が管理される。生成物 自身もさらに詳細化される。
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管理のための情報

研 究室 スケ ジュー ノ
研 究名 、期 間

研究

所属期間
研究担当者

記述
利用 、参 照

研究者記録

所有者

生成物

生成物 =フ レーム+フ アイル管 理

+フ ァイル実 体

図13:管 理情報 と関連

生成物 を構成するフレーム と実体であるファイル、

管理が府 在する。

さらにファイル を管理す るファイル

3.3リ ソ ー ス ・サ ー バ 内 で の 構 造

生成物を格納する機構をリソース ・サーバとよぶ。図13で あげた管理の為の情報 を

つかってどのように格納 しているかを説明する。二種類の場合を例にあげる。一つはあ

る研究の一生成物に着目する場合で、もう一つは複数の研究で複数の生成物が格納され

ている状況に着目する場合である。

3.3.1あ る研究の生成物の場合

プログ ラムの格納 を例 として格納 について説明する。図14は リソース ・サーバでプ

ログラムが どの ように保存 されてい るかを示 している。

プログ ラム(test)は 研 究(XXXの 開発)の 生成物 である。プ ログラムtestは5つ

のファイル、main.ctest.ctest.hmakefiletest.docか ら成 っている。 このプログ ラムを

格納す るのにまず プログ ラムtestは どの研 究の生成物 か とい う点 を明 らかに しなけれ

ばな らない。そ してtestは プログ ラムであ るとい うことから、い くつかのサブフ レー

ムで構成 されているフ レームであることがわかる。そこで各 ファイルがそれぞれ どのサ

ブ フレーム(フ レームを構成 しているフレーム)で あるか とい う対応関係 を記録する。

main.cとtest.cは ソースフ ァイルに対応する。test.hは ヘ ッダファイルに、makefileは

makeフ ァイルに結び付 く。test.docは ドキュメン トに結 び付 く。

この ように情報格納 に対 して視点は大 き く三つある。図11の 視点0は どの研究の成

果であるか とい うことを示 している。視点1は 登録する生成物はどういったフレームで
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視点1 視点O

f」

研究管理情報 研究XXXの 開発

視点2

フ レー ム
プ ロ グ ラ ムtest

サ ブフ レー ム
ソ ー ス フ ァ イ ル ヘ ツ ダ フ アイ ノ makeフ ア イJ ドキ ュ メ ン ト

フ ア イ ル

(素 材 デ ー タ).
mam.c

D
test.ctest.h maxenie test.doc

研 究生成 物 はある視 点か ら整理 す る と木構造 になる。
パ ス はその まま探索経 路 とな る。

様 々な視 点の例

視点0:業 績=研 究

視点1:研 究e研 究管理 情報 十 フ レーム(複 数)

視 点2:フ レー ム=サ ブ フレーム(複 数)+フ ァイル

D ファイル O フ レー ム

(素材 デー タ、複数)

O レ イ ヤ ー

図14:あ るプ ログ ラムファイル群の構造
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研究A 研究B 研究C

議事録 論文 参考文献 論文 プ ログ ラム

本文
ソ ー ス フ ァ イ ル

アイ デア 質疑 本文

回答
図表

参考文献

質問

テキス ト テキス ト グ ラ フ ィ ッ ク

デ ー タ

テキ ス ト テキ ス ト
D
プログ ラム

フアイル

図15=複 数の研究生成物群の場合

あるか を示 している。視点2は フレームを構成 す るサブ フレームとファイルが どう対応

しているかを示 している。 この ように研 究生成物はある視点から整理すると木構造 にな

る。パスはそのままファイル探索経路 となる。また、逆 にた どればファイルを理解する

ための情報 を提供 して くれる。

3.3.2複 数の研 究の場合

リソース ・サーバ内に保存 されている生成物 はい くつもの研究の成果であ り、中には一

つのフ レームが複数の研究に利用 されて生成物 として残 されている場合 もある。一り の

研究についてだけ考 えた場合 と異な り実際の リソース ・サ ーバ内は複雑な網構造 になっ

ている。

図12で は三つの研究A、B、Cそ れぞれの生成物 を格納 している状態 を表現 してい

る。状況 を述べた後 、登録 と検索の二つの操作 について構造 をどう用いるか説明する。

リソース ・サーバ内には研究A、B、Cの 三つの研究の生成物が記録 されている。研

究Aで は議事録 と論文が記録 されている。研究Bで は参考文献が記録 されている。研

究Cで は参考文献 と論文 、プ ログラムが記録 されている。実体 ファイル として6つ あ

り、テキス トA、B、C、D、 にグラフ ィックデータ、プログラムファイル とある。研究

Aの 論文はアイデ ア書 き残 したテキス トAと 論文 の本文であるテキス トDが ある。議

事録 として会議でかわされた質疑の質問 としてテキス トB、 質疑の回答 としてテキス ト

Aが ある。研 究Bに おいて参考文献が記録 されている。研究Aで も利用 されている議

事録 の質疑が参考文献 として研究Bで も用い られている。研究Cで も参考文献 として

研究Bの 参考文献(つ ま り研究Aの 議事録の質疑)を もちいている。論文 として図表

と本文 と参考文献があ り、図表はグ ラフ ィックデ ータ、本文はテキス トC、 参考文献 と
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してテキス トD(研 究Aの 論文の本文)で ある。プログラムはソースファイルだけが登

録されていて、プログラムファイルが結び付いている。

ここではある研究の生成物を構成するサブフレームがそっくり他の研究の生成物のサ

ブフレームでもあったりする。生成物の多重性はこのように親を複数持つことで表現さ

れている。またある実体ファイルがどこでどういった役割を果たしているのかは実体ファ

イルを起点に上へ辿ってい くことで明らかになる。

登録時、生成物である実体ファイルは登録されていないが既にある。登録に際してま

ずこれから登録するものは研究のなかのどのような生成物であるのか明らかにする。既

によく用いられるフレームはサブフレーム構造とともに準備されている。これらの中で

合 うものがあればそれを用いる。ふさわ しいフレームが無ければ自分で定義 して登録に

用いる。フレームやサブフレームと実体ファイルを結び付けることで登録は終わる。あ

る生成物を登録する際、既に登録された生成物を利用 していない場合はこの用に行なわ

れる。だが、既に登録された生成物 を利用 している生成物を登録する場合、利用 してい

るものがこの構造 の中のどれであるか(ど のサブフレームか)を 明確にしなければなら

ない。逆に言えば、どの研究の何を利用 しているかがはっきりすればどういった実体フィ

ルが存在するか全て明らかにする必要はない。また既に登録されている実体ファイルを

用いて新たなサブフレームを定義することも可能である。また、複数の研究問で共有さ

れるのはサブフレームだけではない。成果物であるフレームも共有される。研究Bの 参

考文献は研究Cで も参考文献 として利用 されている。

登録の例として研究Bの 参考文献を登録することをあげる。括弧の中に意思決定の例

を書 く。この時すでに研究Aの 議事録は登録されているものとする。まず、これから登

録するものがどの研究の生成物か明らかにする。(研究B)そ してその研究のなにであ

るかを明らかにする。(参考文献〉ここでこれから参考文献 として登録しようとするも

のが、議事録の中の質疑であることがわかっていたなら、どの研究のどの議事録のどの

質疑であるかを明らかにする。(研究Aの 議事録の質疑)研 究Aの 議事録の質疑のサブ

フレームを研究Bの 参考文献のサブフレームとして登録する。もしもこのとき、これか

ら登録 しようとするサブフレームが明確にならなかったなら、サブフレームごと共有す

るのではなく、研究Bで 独 自に作ったサブフレームに実体ファイルを結び付けるという

ことも可能である。ただしこの場合は図12の 構造と一部異なったものになる。

情報の整理は大きく二通りの方法が存在する。一つは研究ごとにトップダウンにまと

めてもので、残 しておく生成物 とそうでないものの混在を防げる。しか し整理を行なう

者にとっての最適な構造である為、他の人が利用 しにくいものになりやすい。もう一方

は生成物をボ トムアップにまとめていくもので、存在する生成物に合った構造付けが行

なえる。しかしボトムアップでよい構造をつ くるには扱う情報をほとんど把握 しなけれ

ばならない。また、時間をおいて次kに 追加される場合には向いていない。

そこでリソース ・サーバには両方の整理法の中間をとる。ボトムアップで研究生成物

を整理する際に現れる構造をあらかじめ用意しておき、整理はその構造を用いて行なう。

必要なら構造を追加 して定義する。生成物の構造は トップダウンに用意された研究者と

研究の下に結びつけられる。登録の過程でもわかるように、研究とそのすぐ下のフレー

ムはトップダウンに用意され、かなり静的な構造である。また、一番最下層の実体ファ

イルに関しても登録において静的な存在である。登録において複雑で動的な要素が強い
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ものはサブフレーム層 で、意味の多重性 を多 くもっている部分 である。ボ トムアップに

よって用意される構造 を利用 している。

この リソース ・サーバでは、情報やその背景 をパスの解釈 とパスに付け られるコメン

トを用いることで実現する。現実における生成物の構i造は網構造 である。この ことが再

利用 を困難 にす る要因であ る。

4開 発 したシステム

前章 までの検討に基づ き実際に研究室内の生成物 を研究室資産 として継承 してい く為

リソース ・サーバ1abdbを 開発 した。まずlabdbシ ステムの概要について述べ、次にそ

の特徴 を述べる。そ して実際 に運用 を始めてまだ日が浅いが、幾つか明らかになって き

ている問題点 をまとめる。

4.1シ ステムの概要

labdbシ ステムの概要を、システム構成、情報 の登録 、情報の検索、情報の管理 の点

から述べ る。

4.1.1シ ステム構成

開発 したlabdbシ ステムはクライアン ト ・サーバ型のシステムでUNIX上 で稼働 す

る。クライアン トのグ ラフィカル ・ユーザ ・インターフェース(GUI)はtcl/tkを 用い

て作成 した。研究室単位 の生成物管理を対象 と している。クライアン トとサーバの間の

ネ ットワークプ ロトコルはTCPを 利用 している。クライアン トとインターフェース部

分はパイプで接続 されている。

labdbサ ーバlabdbサ ーバは大きく三種類の機能がある。ひとつはデータベースファ

イルへ登録をおこなう機能である。labdbへ の登録は常に生成物単位でおこなわれる。

研究上意味的にまとまった成果物を登録するには、研究者は生成物の持っている意味構

造(図7)と ファイル名の組を指定する。必要ならば意味構造は用意されているものの

他に、利用者が定義して拡張を行なうことも出来る。

二番目の機能はデータベースファイルの検索で、単純な問い合わせから複雑な条件検

索まで提供 している。問い合わせは言語でおこなうのではなくコマンドを入力すること

でおこなっている。利用できる機能は実装されているコマンドの範囲内に限定されてい

る。1abdbサ ーバはクライアントに対 して検索の結果として発見 した構造体を転送する。

三番 目は情報を管理する機能である。管理のポイントは次の三つある。

●登録 された情報の精度の維持

・管理内容 とファイルシステムの変更への対応

・保有 している資産の変更の利用者への通知

古い生成物や利用されない生成物とよく利用される生成物、新 しい生成物などを情報の

精度維持のために整理する機能が必要となる。また、年度がsわ ると学生が入れ替わり
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ファイルシステムの論理構造が一部変化する。ファイル管理を名前管理中心で行なって

いるので、この変化を無視することは出来ない。そこで研究室固有のファイルシステム

へ情報の実体の転送とファイル名の修正といった作業を行なわなくてはならない。さら

に新たに登録が行なわれたり管理上の都合で変更が行なわれた時など、システム側から

積極的に利用者へ情報を伝達することも必要である。新規登録がなされてもアナウンス

が行なわれないのでは消極的過ぎるし、かといって、登録と同時にアナウンスを登録者

が行なうのは理不尽である。

Iabdl)ク ライア ント 用意 しているクライアントは二種類の利用環境 に合わせて提供 し

てい る。一つはtc1/tkが 利用で きない(wishが 起動 しない)環 境 で本 システムを利用

するための ものである。この クライアン トはTCPが 利用で きれば起動 でる。インター

フェースにはコマンドライン方式 を用いている。コマ ンドラインか らコマンドを入力 し

同 じター ミナルに結果が表示 される。図16に クライアン トの起動画面 を示す。

lllllla巴:Type><mema}ofRule>〈mem。1鴨螺 茎欝 暮轄 ス トー ♪情報やツー,の 使
い方などを書いたもの
comrnand>

1abdbク ラ イ ン トの コ マ ン ド

入 カ コ マ ン ド:≡ 明
bye,qui七 収 了

:離1占End柔 醸 繋登録
entry _tmp

>i已w_七 叩

entry_rsh

en七1らy _nem

viewsce

en七 戸y_sce

modi千y _sc巳

delsce

modify _rrsh_nam8

改 行,helpa?

command>search

難灘

フレーム定義登録

聯 融 蕪}ム 表示
研究 メ ンバ ー登録
スケ ジ ュー ル表示

研究 室 スケ ジュー ル登録研究 室
スケ ジ ュー ル ー正

研究室 スケ ジュー ル削 除

研究 テー マの ン正こ
のメ ッセー ジ

coed
:〈oommand>

表示 〈e>
一欄 〈n>

研究 テー マー 欄 〈t>

藷 繍 一欄iii
<q>

図16:コ マンドライン用 クライアン ト表示画面例

もう一つはtcl/tkが 利用 で きる(wishが 起動す る)環 境で本 シス テム を利用す るた

めの ものである。普段我 々が利用 しているSS2か らはこちらのクラアン トが利用 され

る。このクライアン トはGUIを 提供 している。図(17)に クライアン トの画面 イメージ
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を示す。

i狛 螂
ある年鵜行われた研究テーマ

嚢

噸囎徽
あ尋研 究餐の行った研究テー・マ 毒

鷺卿
鹸索実行畷一 ㈱蹴鰍

あるζ年鍔 のスケ ジュー骨ル

溢
一一 甑一よ噌
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ある期i聞(負～茸)内の1硫究者
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(西暦)年㈲:一_茄 ヨi

・(西暦)年勲紘 」

検索…套行

一 一 一1

繊臨珊 聡繍 欄 蟻一 繍 繊雛舗纈欄 翻鞭編讃騰器欄 糠纈蹴 辮繍 ㈱繍 灘 照纈欝撒 翻醐禰糊縦

…」

生成物⑳型 蓑
書

ある厨究テ榊マの、成巣物

冥血肋 型⑳翻 騨刎_。

』
検索鍍行 』

幽指定 し,免型の詳瓢
㈱ 一 撫・黙燃 聖一 鶴・:v=・一 繍繍

フッイルの中身

縄
1N

簗纏 彗凱_____議2認 漏慧鐘撚 藩i==認 瓢==.

灘_撚 鞭醗 轟鑑繍.、 繊,臨 嚇_撒_蕊 臨 轍_鱗 麟驚㈱羨

図17:ク ライア ント表示画面例

4.2登 録機能

本システムに登録される情報は次の五種類ある。それぞれの登録について述べる。

4.2.1ス ケ ジュール

登録 されたスケジュールは研究室活動の記録 となる。現実に誰がスケジュール を立て

ているのか、どういった経過で通知 されるかな ど研究活動の調整活動支援 として きちん

と検討が必要な問題 である。 しか し現在スケジュール立案の具体的な機能 を提供 してい

ない。スケジュール登録機能に関 して必要な機能 と手段は提供 しているだけである。入

力の要素 と して年月 日、要件(タ イ トル)、 詳細(コ メント)、参加者 リス トとい ったも

のがある。

4.2.2研 究者

研究者登録はメンバーの変更が発生した時に行なわれる。研究室では年に最低一回は

入れ換えが発生する。登録の種類には研究者の新規登録、修了登録がある。新規登録時

には氏名 と登録年月日が必要で、修了登録には氏名と修了年月日が必要となる。システ

ムの立ちあげ時期には過去活動した研究者の登録 も行なわなければならない。この場合

には氏名 と活動期間を入力する。
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図18:フ ァイル登録例

4.2.3研 究

研究登録は研究者が研究を始める際にテーマを入力する。一人の研究者がある時期に

複数の研究テーマをもつこともあり、複数人の研究者が同じテーマを持つこともある。

研究の登録には研究者氏名 と研究タイトル、研究開始年月日を入力する。研究の終了に

は研究者氏名、研究タイトル、研究修了年月日を入力する。

4。2.4フ ァ イ ル 名

ファイル登録は研究生成物 としてフ ァイルの背景 情報 とファイル名 を共に入力する。

複 数のファイルが集 まってある意味集合 を作 る時その意味集合 に名前 をつける。それ を

フレーム名 と呼ぶ。意味集合 の中には構造が存在する場合 もある。それをフレーム型 と

呼ぶ。 この構造 は階層化 で表現 される。構 造の基本はa-part-ofの 関係 で、ある意味集

合 が集 まることで より大 きな集合 を構成する。登録ではその階層構造 を構 造の型 を/で

つなげた形で表現 し入力す る。入力の要素は研究者氏名 、研究 タイ トル、登録 するファ

イル名 、ファイルへの コメント、フ レーム型 をもちいた階層構造、意味集合への名前 に

なるフ レーム名 、構造 とファイルの リンクへのコメン トか らなる。同 じ研究 タイトルで

フ レーム名が同 じであればそれは同 じ意味集合 に含 まれていると判断できる。そこで同

じ階層位 置にあれ ば一つの基本的な意味集合 を構成 していると判断で きる。

4.2.5生 成 物 構 造

生成物構造は意味集合の型を定義するためのもので、論文やソフトウェアといった生

成物 を構成する要素を記述したものである。判断に個人差が存在する点なので、登録者

が既に定義されている型や構造では表現できないと判断 した時、あらたに定義される。

入力には型の名前、その型を構成する型名、その型を構成するファイルの種類がある。

型の階層構造については登録の際に検査を行なう。
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4.3検 索機能

検索は大 きく分けて次の三種類存在す る。

1.ス ケジュール

2.管 理情報

3.生 成物

最初のスケジュール検索は年月を指定すればその頃の活動記録を表示するといった機

能を提供 している。年または年月を指定する。(図19)

二番 目の管理情報検索についても既に登録 している研究者のリス トや研究タイトル、

生成物の型定義などを時間や研究タイトル、研究者などの条件要素を与えることで該当

する情報を検索 し表示する。(図21,23,25)こ れら二つの検索により、システム登録する

際に必要な予備知識 といった性格の情報が利用者へ提供される。

三番目の生成物検索が現在対応 しているサービスは研究テーマを指定するとその生成

物リス トを表示するものである。生成物の構造 を同時に表示 し、登録されているコメン

トなども同時に示 している。(図27)今 後、この部分の機能を充実させていく。

4.4管 理機能

システムの概要でも触れたが管理機能にポイントが三つある。

1.登 録 された情報の精度の維持

2.管 理内容とファイルシステムの変更への対応

3.保 有 している資産の変更の利用者への通知

最初の登録された情報の精度維持については、研究室資産としての価値を実際の利用や

時間から判断する事が必要となる。時間と共に増大する生成物を全て常に保持すること

を防ぎ、サーバやディスク資源への負担を軽 くする。例えば実験の生データなどは参照

される頻度は低い。こういったものはある時期や期間で他のメデ ィアへ移 していく必要

がある。もっとも管理の対象外へ移すというのではな く、生成物の管理から資源の管理

へ管理の性格が変化するだけである。二番目の管理内容とファイルシステムの変更への

対応は長期に渡る管理の整合性を保つ為に必要である。研究室が保有管理するディスク

へのファイルの転送と転送先の名前づけが行なわれる必要がある。実装について問題は

少ない。転送における異常事態の発生は成果物が失われるといった事態が予想される。

その場合にはシステムは管理者へ報告し人間の介入を対応をまつ。三番目の資産状況の

変更と利用者への通知は、利用法を把握 していない人にも資産情報を提供することを目

的とする。システムを利用 しない限 り情報が得 られないというのでは結局利用されなく

なる事態 も考えられる。情報提供手段 として電子メールを利用する。

4.5効 果と評価

現状 現在M2の 研究成果やゼミなどで利用 した生成物の登録を中心に行なっている。

検索機能の利用頻度はあまり高 くないが、情報蓄積 と道具として定着する為の導入時期
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図20:出 力例
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1

図22:出 力例
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図24:出 力例

32

一



一

i短
__________一__一__聖 灘

蓄

一ww曜 踊冊M/MAY.4w-N-N/.vVfh--.v冊 冊.脚,胤w醐_冊 冊 昭糊 、遷_・
ある年に行われた研兜テーマ

c

縢 難 　 伽… 懲

轟る研究毒の行っ艶研究テーマ
冊h一 舳冊冊冊w冊 胃冊一 冊XIYI冊冊冊貼壌

慈

難套購 ≧患9盤

㈱曲鋤働一 一 識懸 顯 鼎

嚢.撫鷺 熱憲三熱..

検禦実行 撰
fi

ある卑月⑳ヌケジュール 藝

綴…鵬撒 灘顔 鐘

一 醒w削・AM貼w-一 ㎜ 蝿…A・萱'"紺船 …一 一 」-w・ 一 … ♂6一 露㎜ … 冊㎜ 輿細 劉鵬膠間♂階", _L:5
ある期聞㊥～助内⑳研二究者

…≦醜 藤
月 多、fix.烹=驚=='認 篇 　 璽轟(繭鵬 年鋤;i

験索実行

生域物の選

忠寝醐一 一 ㈱ 隷蹴 隠齢認脚灘

熱 藝盤 年㈹ 蕊_____一___華

1{轡 鵡1轡　 灘 難 … … …　 嚢

E ある箭究テ}マ の戎果物
uaw+.鼎8四 一 冊 躍〃…K・/./._糊 棚_冊 紺邸貼綿w冊刷細 郵

琴鷺想
毒
Q
..蓑

〉全ての型の詳綱

命指定した型の鐸調

毒

謡舜潮。紫・糊一 純㎜ 塗醸 行
ファ烈 驚 臆 ____遙

撫&難1______。_.+Y/...xxxwvAVxw.wvawAYnw-NpN¥bxwnnV三1

験案爽行
a

験索実行

図25:1993年 に行なわれていた研究テーマ

{

鍵 麹 螺 罪 灘 翻 粥 董隙 可青麟 デー
研究 タイ トル:コ ンビュー一クのおい しい使い方

醜 多縦 難 知識に基づくネットワ}ク 故障診断エキスパ}ト システム

羅箋鍬 購 鷲 騰 灘 謬繍 撫 の獲得とモデル

舞鰍難羅 鞭灘蕪欝撫

図26:出 力例
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図27:テ ーマ指定 による生成物検索の例 :研究環境における情報共有のあり方について

@精 造::フ ワ イ ル 名

テ キ ス ト::/tmp_mnt/home〆fsO10〆konJoo/main/S七 〇rage〆db/dbserver/sys七em/

Doe/j_七aikai.doc

コ メ ン ト‡研 究 の 概 要

@生 成 物

審謡 ‡矯 総評価

テ キ ス ト..f,.七mp』n》ho陀/fsO10/kon/oo/main/s七 〇rag日/db/dbserver/su$七em/

DOC/anke-ta

コ メ ン ト:第 一 回 評 価 調 査 で 利 用

テ キ ス ト::/七 叩mnt/home/fsO10/kon/oo/陥in/s七arage/db/dbserver/sgs七em/

DOC/anke-to.rt

コ メ ン ト:第 一 回 評 価 調 査 の 回答

テ キ ス ト.,/tmp_mnt/home〆fsO10/kon/oo/main/storage/db/dbserver/system/

DOC/anke-to.ra

コ メ ン ト:第 一 回 評 価 調 査 の 分 析

@生 成 物

朧;鍔 覇老服布文章
レ ジ メ ‡‡〆tmp』n七/home/ヂsO10/kon/oo/main/s七 〇rage/db/dbserver/sUs七em/DO
C/haifu◆ 七e×

コ メ ン ト;第 一 回 中 間 報 告 会 用(1i〆30)

1

図28:出 力例
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0

にある為と考える。すでにツールの利用情報などが入力され有効な情報の蓄積は行なわ

れつつある。

効果 情報の登録、特に修士研究の成果登録 についてM2の 学生に協力を要請 している。

現在現れている成果 として登録作業によるものが中心である。

一点目は研究成果物 として作成蓄積 した情報を整理する機会が増えた点です。forma1

な機会がなければなかなか整理してこなかったものがいつでも整理し記録できるように

なりました。labdbは 登録のタイミングを中間生成物が作成 されたならいつでも登録で

きます。また、それまで行なった登録状況を眺めながら整理 してい くことができます。

二点目は研究の成果や共用情報の問い合わせ先が一本化 された点です。あちらこちら

に問い合わせたり、尋ねる相手の都合に合わせることなしに情報の検索や獲得が行なえ

ます。

三点目は情報の投げ込みが行なえるようになったことです。labdbに 登録 してお くだ

けで、共用情報が全員に提供 したことになります。また、情報の追加も行なえるので、

共用情報の追加やバージョンアップなどをわざわざアナウンスする必要もなくなります。

評価方法 登録を行なっているM2に アンケー トを行なった。質問項目を以下に列挙

する。

●labdbの 起動についてシステムの起動はスムーズにできましたか?発 生 した トラ

ブルはどういったトラブルでしたか?

・利用目的についてどういった目的で利用 しましたか?使 いやす くする為に何が欠

けていると思いますか?利 用 した結果に満足 していますか?不 満がのこるのはど

ういったところですか?

・インターフェースについて利用法についてわからなかった点はどこですか?イ ン

ターフェース画面の印象はどうですか?出 力される情報は内容的に十分ですか?表

示に何が不足 していると思いますか?表 示形式はわか りやすいですか?表 示につ

いて何処を改良して欲 しいですか?登 録操作はスムーズにできましたか?う まく

いかなかった時、何が原因で したか?今 後 も利用する為に改良して欲 しい点は何

処ですか?

●機能について求められた入力の意味はわか りましたか?提 供 されている機能で十

分ですか?ど ういった情報検索機能がほしいですか?情 報検索以外で今後提供 し

て欲 しい機能はどのような機能ですか?

・マニュアルについてマニュアルは読みやすいか?言 葉の意味がわからなかったも

のはありませんか?わ からなかった言葉はどれですか?

●感想使用感など自由に書いて下さい。

4.6評 価

ア ンケー ト調査 の結果や利用説明時の聞 きとり、Q&Aか ら感想や意見 をまとめた。

これまでの利用 を通 じて問題点のい くつかが明 らかになっている。
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嗣

1.イ ンターフェースの充実

2.検 索機能の充実

3.管 理機能の強化

4.研 究資源管理の必要性

5.研 究室資産 を利用 した情報サービスの開発

それぞれについて詳細に述べ る。

ユーザインターフェースの充実 現在、利用者 とシステムのインターフェースはコマ ン

ドラインによる入力 と出力 、GUIに よる入力が提供 されている。GUIが 利用 の中心で

あるが、試行錯誤的な開発なので使 いやすいものとは程遠い ものである。利用者の感想

を元に、よ りよい ものへ変更を繰 り返 している。またMacintoshか らの利用手段 を検討

している。

検索機能の充実 どんな条件検索 も可能であるが、問い合わせ機能を実装 していないタ

イプのものは検索できない。現在は利用者へいくつか機能を提供 してそれを利用 しても

らう形である。今後利用者からの要望を汲み上げ、提供する情報の内容からサービスの

種類まで検討 し開発 してい く。

管理機能の強化 情報管理などシステムの運営の根幹に関わる機能以外で前にあげた管

理機能は、現在開発中である。信頼性の高いシステムをめざした開発の継続がひつよう

である。

情報資源管理の必要性 研究活動の成果物は電子メディアに限られたものではない。研

究成果物や研究に利用する資源は様々なメディアに記録されている。研究生成物 として

一元的に扱い、メデ ィアの違いは名前解釈で解決できるとした初期のアイデアではうま

くいかなかった。現在のシステムでは、ディスクに格納 していない生成物に関 して記録

メディアに固有の名前 を研究者につけてもらう。その名前をファイル名の代わ りとして

いる。これら資源の管理について対応 していかなければならない。

この問題の詳細については後の名前空間の管理で述べる。

研究室資産を利用 した情報サービスの開発 本システムで研究室資産を残すことは可能

となった。しかし資産を記録するだけが目的ではない。現実にはよりよい研究環境を提

供するサービスが必要である。本システムはその基盤 となりうる。今後は資産を利用 し

た情報サービスの開発が必要である。またその開発に際して本システムは効果をあげる

と期待できる。

表4に 計算機支援の具体例を挙げる。
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表4:計 算機支援の具体例

1 計算機支援 1 詳細

スケジュール管理

生成物管理

発表の下準備

論文の自動翻訳

研究の進捗管理

研究室サバイバルベース

バ ックアップ生成

自動サベイ

研究者のprivateな 時間管理 と研究室全体 のpublicな 時間管理

問い合わせや検索

保存や整理

収集や獲得

資料の用意、作成

記録 メデ ィアの変換 も含む。

インストール情報や計算機管理情報

デー タの 自動バ ックア ップ

アイデアや記憶のバ ックアップ

論文検索

5考 察

5.1名 前空間の管理

研究者の生成物や研究に利用するツール、資料にはそれぞれ固有の名前づけのルール

(nameschema)が 存在する。nameschemaの 食い違いはこれらのものを統一的に管理 し

利用者に提供することを阻害する。この問題はメディアの種類が同じ場合にも生 じる。

例えばハードディスク内にあるファイルを一意に指す為には絶対パスを含めたファイル

名やiノ ードがよく利用される。しかしMacintoshとEWSと ではハードディスクが異

なるうえにディスク内の構成がことなる。さらにマウントしていたとしてもMacint・sh

からみたパス名と外部からみたパス名とでは食い違いが生 じている。また、他の例とし

て、各研究者のホームディレクトリ以下の構成がある。libとかbinと か共通する名称も

みられるが、名前はおなじものを使ってあっても格納 しているものの性格が同じである

保証はない。こうした事態は名前づけが管理について責任を持つ人に任されているため

に生 じる。表(5)に 名前づけの現状を利点と欠点から整理する。

統合して管理する際、名前空間の多様性によって生 じる障害は三点ある。第一点は名

前管理で注意する点が複雑 となる事である。(スキーマ問の対応関係が複雑)例 えば共通

格納庫内での生成物管理のための名前と研究活動の過程で研究者個人が行なっている管

理のための名前の対応、研究室の共用資源の名前 と研究者がつけた名前の対応、メディ

ァごとに加わっている制約がある。第二点はシステムが保有 している情報の実体は管理

対象の一部でしかない事である。(名前解決が困難)非 電子媒体に記録されている情報

の実体は計算機システムによって提供することができない。提供するためには電子媒体

に変換 しなければならない。あくまでシステムが管理できる対象物は研究資源や成果物

の一部に限られている。また、電子媒体への変換が一仕事である現状において、大量に

生成されて蓄積されている非電子媒体への変換を前提とすることは現実的でない。第三
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表5:現 在の名前付けの利点と欠点

1 名前付けの利点と欠点

利点 管理者 のや りやすいと思 うもの を利用 できる。

管理す る対象の特性 に応 じる柔軟性がある。

他 のschemaと の擦 り合わせがで きる。

適用するnameschemaを 動的に変更 することが認 められる。

}

欠点 管理の引 き継 ぎが困難である。

管理が崩壊す る場合がある。

明示 されてないschemaも 存在 している。

点は名前の適用範囲が明確でな く限定もできない点である。(名前のスコープルールの

不在)例 えばあるツールを利用 していたとして、その名前をしらない人にはそれが何で

あるかわからない。名前を聞いても何であるか把握できない。そして一度定着 した名前

は変更が難しくなる。

このように多様さは一括 して管理するための名前の設計を困難にしている。システム

が研究活動における中間情報の名前づけを制限することは現実的ではない。格納システ

ムに求められるのはこの多様性を吸収 しつつかつ、資源として総合的に管理することで

ある。

障害解決へ次の三点で対応する。一つ目はユーザ(管 理者)定 義名から格納システム

の固有識別子(固 有識別名)へ の対応に制限を加えないこと。システムがユーザ(管 理

者)定 義名を保持する方法をもち、利用者がなんであるか理解する手段または情報 を提

供ことである。現在の研究生成物の管理は研究者中心である。また、研究室の共用資料

に関しては場所ごとにまとめられているが管理者は不在である。さらに様々なツールが

研究資源として整えられているが、管理者は年毎に変化する。非常に動的な要素の上に

研究室資源の管理は成 り立っている。よってシステム側から安易に利用者(管 理者)定

義名へ制約をつけるべきではない。このことは名前による前述の問題の解決を不可能に

している。二つ目は固有識別子(固 有識別名)の 構造をメディアの種類や管理者、性質

といった特徴に合わせることである。名前からそれが何であるかといったものは引き出

されない。しかし統合的に管理する際 「これはなんであるか」という問に答えられなけ

ればならない。そこで格納システムは情報の解釈 を名前から何であるかを解釈する部分

と名前から固有識別子(固 有識別名)へ の解釈の部分の二段階で行なう。こうすること

で何であるかという問の二種類の意味をシステムでサポートする。三つ目は固有識別子

(固有識別名)か ら実体への解釈を可能な限り保証することである。これは具体的には

計算機システムで管理されていない非電子メデ ィアの管理を行なうことで、資源場所の

記録と管理者登録、メデ ィアタイプの記述、といった資源目録の管理を行なう。計算機

システムと現実の場所の対応に関 して、人間の介在が必要となる。図書館の図書管理シ

ステムを考えてもらえば、こういったシステムの問題点は想像できるだろう。

以上の点をどのように本システムに組み込んでいるかを説明する。(図29)ま ず、登

録された情報の最小単位はファイルであるが、非電子メデ ィアを利用している場合、そ
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の資料 目録の形でファイルに記録 している。記録 されたファイルを非電子 メデ ィアの代

わ りとして扱 い管理する。記録する際のフォーマ ットや記録 をどう扱 うかはまだ検討 中

である。

図29: リソースサーバlabdbに おける名前空 間の多様性への対応

リソース ・サーバ 格納 している管理

{情 報

何時誰が何 のため

ファイル管理 システ ム

電子媒体

実
体 固有識別子 ユ・一ザ定義名

実

体

ファイルの中味

非電子媒体

管場所

管物名

目理者名

つぎに名前の解釈であるが、研究上の位置づけの登録管理機能と非電子メデ ィア情報

のファイルとしての登録によって固有識別子(固 有識別名)へ の展開を可能にしている。

非電子情報の代替ファイルをどう扱 うかといった具体的な機能は実現 していない。最後

の実体への解釈保証は行なっていない。非電子メデ ィアの記録機能を明示的にサポー ト

してない。現在のところ、以上のような記録を行なう大枠の実現 と管理する機構の概要

をまとめたところである。

最終的な解決の為には非電子 メディア情報の特性を残 した管理が必要になる。現在の

生成物管理システムで研究室資源としてとらえているものを更に細かく分類すると二種

類に分類できる。一つは研究活動の結果蓄えられる情報で研究生成物である。もう一つ

は研究活動に用いられる資源である。(図30)

研究生成物といった時に重要なのは、それは誰のどの研究でどういったものなのかと

いう点である。資源として重要なのは何処にあって誰が管理 していて、なにに収められ

ているかという点である。これらはある情報にたいする視点の違いによって生 じる分類

である。研究室の資産を利用する視点の違いを表している。研究室資産の管理において

視点の切替を対応することで多様な名前空間に存在する生成物を扱うことが呵 能である。

5.2情 報の 日常的収集

研究活動による生成物の登録は研究者がいちいち記録 してい くことによる負担は大き

い。煩わしさを解消する為には研究活動の成果を日常的に収集して残 してい く仕組みが

求められる。研究生成物の収集手段を比較検討する。

収集手段を検討するには二つ考えなければならない問題がある。一つ目は研究活動を

通じていつ登録を行なうかというタイミングの問題である。タイミングには次の四種類
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研究テーマ

さらに構造が付け加えられる

研究者

研究室資源

研究資源という視点

メディア

さらに機能が付け加えられる

保管場所

図30:管 理に必要 な属性 と視点

時間

研究生成物という視点

管理者
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研 究 テーマ単位 の活動

ス テー ジ毎 の活 動

中間生成物作成の活動

ファイル作成 の活動

ある活動において
どの段階で登録を
行うか?

一
一連の活動のどの段階で登録格納を行う必要があるか?

図31:計 算機を用いた研究活動の流れ

が考 えられる。

1.ツ ールの起動 、終了時、ツールが設定す るタイミング

2.フ ァイルへの読みだ し書 き込時

3.作 業終了時

4.一 定時間毎

これ らのタイミングの性格の違い を明 らかにするため、計算機 を用いた研 究活動 をモデ

ル化 する。(図31)図 の下か ら上へい くほど作業単位 の大 きさが対応 し、左右 には研究

活動 の進行が対応 している。登録のタイミング を決めることはいつ(左 右)ど の レベル

で(上 下)行 なうか を明 らかにす ることである。いつ(左 右)の 決定に関 して、登録 し

ている情報 をあとで取 り出 した時研究状態が再構成可能で再構成するの意味のある情報

を残せなければな らない。どの レベルで(上 下)登 録 を行 なうかについて登 録作業の負

荷 と効率に注意 を払わなければならない。 さらには研究活動の進め方 についてそれぞれ

が独 自に計画 を立てている。活動が行 なわれる場所 も特定 されない。研究活動の局面毎

に適切 な登録 タイ ミングを提供することは困難である。

二つ目はあるタイミングで起動す る登録機構 は どういったものが適切か とい う問題で

ある。登録機構 は次の五種類が考え られる。(表6)

名前づけスキーマ とは現在のファイルシステムを最大 に利用す るためにファイル名命

名法 を規定す ることである。ファイル名 によって現在 の活動 における役割や起動ツール

名 、ファイル間の(一 部)関 連がわかる。しか しこの方法 は前節でふれた多様 な名前空間

の存在 といった問題がある。またファイル名長の限界がOS毎 に異なっているため、ファ

イル名 に埋め込む といった手段へ厳 しい制約が存在 する。拡張子についてMS-DOSSな

sMicrosoftDiskOperatingSystemは 米国マイクロソフト社の商標です。
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表6:登 録機構の種類 と重要な管理情報

番号

1

2

3

4

5

適用の一般性

高い

高い

低い

低い

高い

登録機構

名前付けスキーマ

コ ン フ ィギ ュ レー シ ョ ン

中間報告

toolへ の組み込み改造

ファイル システムへの組み込み

重要な管理情報

フ ァ イル 名 、 タイムスタンプ

作業毎の生成物記述ファイル

生成物全体の報告(役 割、関係)

toolの コ マ ン ド

ファイル管理情報全般

ど一部のOSや ツールでは役割を果た しているが、全 く異なった方法 でリソースを管理

しているOSloも あ り利用 には条件がつ く。

コンフ ィギュレーシ ョンによる登録 とは、コンフィギュ レーションファイルにファイ

ルの型 とファイルの関連 の対応 を記述 した り作業 と生成物の対応定義をあ らか じめ記述

してお くものである。一定時間に起動 され るよ うな登録システムに向いた方法である。

研究者はあ らか じめ 自分 の研究や生成物 について定義 しておけば、あ との登録 に関 して

はシステムに任せ っきりにで きる。活動の内容 を記述 してお くため、研究の見通 しが必

要 となる。またあとで研究活動の変更や発展 にどう対応す るか、変更前後 の整合性は と

れるか といった点が問題 となる。

中間報告は登録作業の主体 を人間に頼る もので、自動化 とい う点ではふさわ しくない。

だが登録の 自動化が困難な現在 、こ ういったアプローチ も比較検討の対象 になる。登録

の際に必要な情報 はファイル間の関連、グループ化、ラベルづけ、研究 における位置づ

けや役割 といった ものである。これらを明確 に意識す ることは登録 を行 なう側の大 きな

負担 になることは容易 に想像で きる。また、正確な記述 とい う点で も不安がのこる。必

要項 目の作成時 にシステム側の配慮が必要になる。

登録機能のtoolへ の組み込みや ファイルシステムへの組み込みはプログラムソースの

改造が必要 となる。toolへ の組み込みは利用するプログ ラム全 てについてファイルへの

セーブ更新時にファイルシステムへの書 き込みに加えて情報格納庫への更新処理を組 み

込む。ツールの他 にコマ ンドラインシェルについて も変更を加 える必要があるが、履歴

をとり正 しい コマ ンドの解析 とコンテ クス トの読 み とりが必要 となる。

ファイルシステムの組み込みはtoolへ の組み込み と比較 してより根本的 な解決法であ

る。ファイルへの1/0に 加えて情報格納庫への1/0も 行 なうように拡張する。ファイル

管理情報 として既存の ものに加えてファイル間の関連 、役割、グループ化などが必要で

ある。実質新 しい ファイルシステムを作成することになる。

labdbで は登録のタイミングを中間生成物や作業ステージの区切 り、研究テーマ終了

とし、登録機構 を中間報告 としている。この方法は利用者への手間がかか り負担が大 き

いものである。他の手段の実現 に以下の問題点があげ られたので、実装が容易 な現在の

方法 を採用 している。ツールへの組み込み改造については利用 しているツールの種類が

10Macintoshな ど。
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多いこと、バージョンアップの度 に手 を加えなければならないことか ら選択 しなかった。

ツールそれぞれの改造ではな く、登録用作業履歴 を残すようにシェル を改造する方法 も

考え られる。この場合、エデ ィタを使 ったファイル生成 を トレースする能力がない こと

や、作業内容の解析能力が求め られるなどか ら選択 しなかった。ファイル1/0の 書 き変

えについて、登録 しない情報にかかる時間の無駄が多 くなること、生成 と同時 に得 られ

る管理情報が限 られていることか ら選択 しなかった。作業毎に生成物記述 ファイルを用

意 してお くコンフィギュレーションは有望であるが、作業 によって生成 される情報 を予

想 してお くことは難 しく、nameschemaな ど他の登録機構iの実現が必要だ とい うことか

ら選択 しなか った。nameschemaに ついてlabdbで はnameschemaを 利用者の 自由に

しているので、選択 しなか った。結局早 く実現で き、登録 される情報の確認 も容易 な中

間報告を選択 した。

一般 に、以上の手段 を組 み合わせて行 なわれる登録機構 を図32、33に ま とめる。特

に自動登録 システムは主に次の理 由から複数人の間で作業が行なわれる場合に有用 と考

える。

●現在では記憶 にたよった格納 が行 なわれている。

●残 されるドキュメン トカミ少ない。

●必要なものがあち らこちらに分散 している。

●全体の構想 と個々の構想の整合性検証手段がない。

自動登録システム導入の利点 を以下 にまとめる。

●格納 についてルールを設定 し関連情報の保存 が河 能になる。

●格納 や検索 において ドキュメント生成や利用 が容易である。

●研究情報について物理的に分散 、論理的に統合 についてサポー トされる。

●全体の構造の整合 性検証手段 として利用で きる。

全体の構想 と情報格納庫やファイルシステムへの格納や登録 といった点において、生

成物の型や制約は強い方がよい。個人の研 究活動 においては登録 には自由度が高 く、操

作や手順が簡単なことが求め られる。情報格納庫やフ ァイルシステムにおいて強い制約

でかつ 自由な研究活動 に適 したものであることが求め られる。
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全体の構想

全体 のル ールや構 成 を

記 述す る。
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図33:グ ループ研 究活動における記録
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A添 付 資 料:1abdb利 用 手 引

labdbシ ステムを操作す る方法についてこれから述べます。利用する計算機環 境でtcl

で作成 したプログラムが実行出来 るかどうかで利用で きるインター フェースが制限を受

けます。wishloと いうバ イナ リがパスの範 囲に存在するな らGUIで 利用が出来ます。ま

たlabdbの クライアン トプログ ラムヘパス を通 しておいて下 さい。

システム との対話 において 日本語入力がたびたび必要にな ります。kinput2に よって

しかGUIで は入力で きません。kinput2を 起動 しておいて下さい。 また、kinput2の 起

動、設定 についてはこのマニュアルでは触れません。

以下、次の順 に説明を行 なってい きます。

1.GUI検 索の問い合わせ:labnotevの 起動 と終了

2.GUIフ ァイルの登録:guientryの 起動 と終了

3.cmdGUI以 外の利用:cltの 起動、終了 と登録

4.cmdGUI以 外の利用:コ マ ンドの説明

A。1GUIを 用 いた検索の問い合 わせ:labnotevの 起動 と終了

GUIで 利用で きるならX上 で1abnotevと 入力 することで インター フェース とクラ

イアントプロセスが起動 します。表示 される画面は本文 中の図17を 参照 して ください。

labnotevの 終了は、画面の中のメニューバー(File)を 選択 した後に表示 される終了ボタ

ンを押 して下 さい。

検索機能を利用するには検索の条件 に値 を入力 しなければな りませ ん。各検索機能は、

画面の中で溝によって区切 られた名前 と検索機能に必要な条件、実行 ボタンの組 で表示

されています。利用 しようとする検索の条件 を入力後、検索実行 ボタンを押 して下 さい。

A.2GUIを 用いたファイルの登録:guientryの 起 動 と終了

GUIで 利用で きるな らX上 でguientryと 入力す るこ とでインター フェース とクライ

アン トプ ロセスが起動 します。表示 される画面は本文中の図18を 参照 して ください。

guientryの 終了は、画面の中のメニューバー(File)を 選択 した後 に表示 される終了ボタ

ンを押 して下さい。

ファイル登録 を行 なうためには、次の二点が登録 されていることが必要です。一つは

登録 を行 なう研究者名が既 に登録 されていること、もう一つは登録 する情報の研究テー

マが既に登録 されていることです。

コメン ト類は省略 して も構 いませんが、極力入力 されるこ とをお勧 め します。必要な

項 目を入力 し終わった ら、ファイル登録実行 ボタンを押 して下さい。メッセージが返 っ

て来なければ登録は行 なわれま した。

iOJAISTで はwishは インストール済みである。
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A.3GUI以 外の利用:cltの 起動 、終了 と検索モード

GUIが 利用 できないならター ミナル上でcltと 入力することで、コマンドライン ・イ

ンターフェース をもったクライアン トプロセスが起動 します。表示 される画面 は本文中

の図16を 参照 して ください。cltの 終了は、画面 にプ ロンプ ト(c・mmand>)が 表示 さ

れている状態 でbyeま たはquitと 入力 して下 さい。

プ ロンプ トが表示 されている状態では次の コマ ンドが処理 されます。

1.entry-fileフ ァイル登録 を開始 します。

2.search_cond条 件探索 を開始 します。

3.entry-tmpフ レーム定義登録 を開始 します。

4.view-tmpフ レーム定義表示 を開始 します。

5.entry』sh研 究情報登録 を開始 します。

6.entry-mem研 究 メンバー登録 を開始 します。

7.view.sceス ケ ジュール表示 を開始 します。

8.entry-sce研 究室スケジュール登録 を開始 します。

9,modify_sce研 究室スケジュール修正 を開始 します。

10.deLsce研 究室スケジュール削除 を開始 します。

さらに条件検索モー ドとして次のコマンドが処理 されます。条件検索モー ドではプロン

プ トは表示 されませ ん。改行だけ を入力す ることで簡易ヘルプが表示 されます。

1.e(view-sce)ス ケジュール表示 を開始 します。

2.n(view-mem)メ ンバー表示 を開始 します。

3.t(viewssh_mem)人 名指定研究表示 を開始 します。

4.r(view.且ame」sh)研 究指定 フレーム表示 を開始 します。

5.f(view-rsh_time)期 間指定研究表示 を開始 します。

6.p(view』amejle)フ ァイル名指定フレーム表示 を開始 します。

7.q(quit)条 件検索 を終了 します。

改行 だけ、またはhelp、?を プロンプ トの表示 されている状態で入力す ることで コマ

ンドが表示 されます。

各機能のモードへ移 ったあと、要求 される項 目を入力 します。入力が終了すると結果

が表示 されます。

A.4GUI以 外の利用:各 コマンドの説明

入力内容の説明に関 しては、GUIを 用いたものにも共通です。
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A.4.1フ ァイル登録(ENTRY_FILE)

・起動するには

起動す るにはクライアン トプ ログ ラムを起動後のプロンプ ト(command>)に 続

いてentry」ileと 入力 して ください。

・入力デー タ

クライアン トプログラムに従 って次のデータを入力 します。

一 研究者名

研究者名 は研 究室の メンバー登録 に用 いた名前 を入力 します。チェックの結

果、該当す る登録がなければファイルの登録 は中止 されます。

一 登録 ファイル名

ファイル名は絶対パスで入力 して下さい。登録 に使用 された文字列 をそのま

ま登録 しています。

一 ファイルへのコメント(新 規 ファイルの場合)

ファイルの役割は大部分 、生成物の型か らわか りますが、より詳細 に記録す

る為 に入力 していただきます。空行(改 行のみの行)を 入力す るとコメン ト

はない事 にな ります。

一 研究 タイ トル

ファイルがどの研究の結果作成 されたかを記録 します。研 究タイトルがチェッ

クの結果ない場合登録 は失敗 し、エラー を通知 します。

一 フ レーム種

フ レーム種/サ ブフ レーム種/…/サ ブフレーム種 とい う様 に/で フレーム

構造 を繋いで生成物の型 を記述 します。登録 を行な うファイルがどういった

ものかを表 しています。途中、定義 されていないフレーム種が出てきた場合

は登録作業を中止 し、エ ラーを通知 します。

一 フレーム名

ファイルを登録する生成物の型の一番最初の物 に名前 をつけます。この一番

最初の型の名前 は、研究の成果物 を指 します。(例 えばJAIST-RRや 修士研

究中間報告会配布資料 とか。)既 に登録 してい るフ レームにフ ァイルを追加

したい場合 には、そのフ レーム名 を入力 して ください。フレーム名が新規 の

場合、あた らしい成果物 と判断 して登録 をおこないます。 もしも同一人物、

同一研究、同一型、同一 フレーム名の登録が複数存在する場合、登録 は中止

とな ります。

一 リンクへのコメン ト

フレーム とファイルの リンクにコメン トをつけます。 フレーム間の リンクは

自動的に作成 されます。その際、現在 ではフレーム間の親子 リンクは自動作

成 されています。

・終了

フ レーム とファイルの リンクヘ コメン トをつける入力 まで求め られた場合、ファ
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イル単体の登録は成功 しています。登録成功後 、プロンプ ト(command>)が 表

示 されます。登録失敗な らエ ラーメッセージを表示 します。エ ラー メッセージの

表示後、プ ロンプ トが表示 されます。

A.4.2 条件探索(SEARCH_COND)

・起動

起動するにはクライアン トプログラム を起動後プ ロンプ ト

search.condと 入力 します。

(cmmand>)表 示 後 、

一 入力データ

条件探索はい くつかの視点に応 じて様 々な探索 を行 ないます。最初 にどの探

索 を行 なうか選択 し、その後指示の応 じて条件 を入力 してい きます。探索 を

終了 したい時は<q>を 入力する。<q>入 力後 、プロンプ ト(command>)が

表示 されて トップ レベルの コマ ンドを受け付けるようにな ります。

一 探索の選択 コマ ンドとその詳細

*e

期間指定によるイベン ト表示 をお こないます。スケジュールか ら指定 さ

れた年月の ものだけを表示 します。メッセージに従い、年 と月を半角数

字でスペースで区切 って入力 して ください。

*n

期間指定による研究者名一欄を表示します。メンバー記録から指定 した

期間に在籍 している研究者の一覧を表示 します。期間の指定は入力する

西暦年の数で行なわれる。もしも入力年が一つの場合、その年が活動期

間に含まれる研究者を表示 します。もしも入力年が二つの場合、その期

間に活動期間が一致する研究者を表示 します。

*t

期間指定による研究テーマー欄 を表示 します。西暦年を半角で入力 しま

す。その年に行なわれた研究テーマが表示されます。

*r

研究者指定による研究テーマー欄を表示 します。入力された研究者名の

人物が行なった研究テーマの一覧を表示 します。入力する研究者名は既

にlabdbに 登録されたものでなければな りません。(曖昧性や表現の多

様性にはまだ対応 していません。)入力された研究者名が登録されていな

い場合処理は中止され、エラーメッセージが表示されます。その後、条

件探索レベルに戻 ります。

*f

研究テーマ指定による生成物一欄を表示 します。入力によって指定され

た研究テーマの生成物を全て表示 します。指定された研究が登録されて

いない場合処理はエラーを通知 して中止 します。その後、条件探索レベ
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ルに戻 ります。指定された研究テーマが複数登録されている場合、更に

研究者名を入力 してもらいます。その時、もしも入力された研究者名が

登録されていない場合は、処理はエラーを通知 して中止 します。その後、

条件探索 レベルに戻 ります。入力された研究者名が登録 してあれば、そ

のまま条件に加えて生成物リス トを表示 します。

*p

ファイル名指定による利用生成物一欄 を表示 します。ファイル名を絶対

パス指定で入力することで、もしも登録されているファイルであればど

の研究でどういった利用をされているか表示 します。

*q

条件探索を終了 します。この入力後 、プロンプ ト(comand>)が 表示 さ

れ トップ レベルに戻 ります。

A.5フ レーム定義登録(ENTRY.TMP)

・注意

現在 、フレーム定義の修正 は行 なえません。

・起動

クライアン トプログラムを起動後のプロンプ ト

と入力 します。

(command>)に 続 い てentry-tmp

・入力データ

クライアン トプ ログ ラムの メッセージに従 って次 のデータを入力 してい きます。

一 フ レーム種名

これは生成物の型の名前です。 どんな種類のものか を直観 的に理解 で きるも

のがのぞま しいで しょう。 これか らこの名前の型 を定義 してい くことにな り

ます。(難 しくはフレーム構造の型名 をつけるとい うことです。)同 名 の型が

存在 しないかチェック した後、既 にあるフレーム種であればエラー メッセー

ジを出力 して中止 します。チェックの結果 、型名で衝突がお きなかった場合

だけ新 しい型 のQ録 を行 ないます。

一 キーワー ド

SUBFLAMEとFLAMELEAFとENDの 三種類 を入力 していきます。SUB-

FLAMEは これか ら型 を構成する型(部 品)を 記述 していきます とシステム

に通知す るために入力 を行 ないます。SUBFLAMEを 入力 したあとは、次 に

FLAMELEAFかENDを 入力するまでシステムは入力 をサブフレーム定義行

と解釈 していきます。FLAMELEAFは この型名がファイルの集合に対 して付

け られる場合があることをシステムに知 らせるために入力 します。この型の

下には部品となる型 しか接続 されない場合 には、入力 されません。FLAME-

LEAFと 入力 した場合、次 にENDと 入力 されるまで全 ての入力 は接続 され

るファイルについて説明 を記述 しているとシステムは判断 します。ENDと 入

力する とフ レーム定義登録 を終了 します。処理を終 えるとトップ レベルに復
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帰 し、プロンプ ト(command>)を 出力 します。キー ワー ドを送 る順番 は、

SUB肌AME,FLAMELEAF,ENDの 順 に決まっています。始めに型の名前 を

つけたら、次は部品を定義 し、ファイルを定義 します。名前の次 にファイル を

定義す るだけで もいいです し、名前の次 に部品だけを定義 して も構 いません。

名前の次 にファイル を定義 して、その後部品 を定義す ることは出来ません。

一 サブフ レーム定義行

くフ レーム種名〉;〈コメン ト〉

あるフ レームを構成 している部品 となっているフ レームをサブフ レームと呼

びます。あるフレーム とサブフレームの間には親子関係が成 り立っています。

この関係 を定義す るのがサブフ レーム定義行で、一行 中に子 となるフ レーム

種名 と関係 に関す るコメン トをセ ミコロン(;)で 繋いで記述 します。親子関

係 のコメン トはその ままフレームやファイル を記録する際利用 されるので、

サブ フレームは何 なのか を指 し示す内容 が望ま しいです。入カー行 につ き…

定義です。

一 フレーム リーフ定義行

く接続制限(ル ール)〉;〈 コメント〉

ファイル に一対一 に対応 しファイルに関するコメン トも持 つ管理情報 をリー

フと呼んでいます。あるフレーム(型)を 構成 するリーフを特 にフレーム リー

フと呼びます。フレーム とリーフの結 び付 きに関 して定義す る入力 をフ レー

ム リーフ定義行 と呼びます。フレーム リーフ定義行 は結 び付けに関す るルー

ルやコメン トをセ ミコロン(;)で 繋いで記述 しています。現在接続制限に関

して決定的な基準が存在 しないので、事実上、フレームとリーフの接続は無

制限です。 しか し型の選択の際、参考 になるので、なるべ く接続 されると思

う条件 を記入 して下 さい。今後接続ルールをどう活用 してい くか とい う点は

課題 とな ります。 コメン トに関 しても手操作 による接続の際ひとつの指標 に

なるので、具体 的な情報 を記入す ることが望 ましいです。入カー行につ き一

定義です。

一 終了

定義行 を入力終了後 、ENDを 入力すると入力のチェックを行 ないます。登録

が無事に行 なわれたらトップ レベルに戻 ります。フレーム名の衝突で登録が

行 なわれなかった場合 、エラーメッセージを表示 して処理 を終了 し、 トップ

レベルに戻 ります。 トップ レベルに戻 るとプ ロンプ ト(command>)を 表示

します。

A.6フ レーム定義表示(VIEW.TMP)

・起動

トップ レベルのプロンプ ト

入力 します。

(command>)が 表 示 さ れ て い る状 態 でview.tmpと

●入力デー タ

クライアントプ ログ ラムに従 って次の入力 を行ないます。まず表示 タイプを選択 し
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ます。表示 タイプは次の2つ あ ります。一つは全定義表示、もう一つはフレーム名

による検索&表 示です。入力 としてこれ らの内一つ を選択 し、システムに入力 し

ます。コマ ンドとタイプの対応は次の通 りです。全定義表示 ならばALL_VIEW、

フレーム種名による検索&表 示 ならばSEARCH」LAME。

一ALL _VIEW(全 定義表示)

現在定義 されている全てのフレーム定義 を表示 します。

-SEARCH」?LAME(フ レーム種名 による検索&表 示)

検索のキーが二種類考え られます。一つはフレーム種名、もう一つはフ レー

ム種 管理番号です。どち らも一意にフ レーム定義 を決め ます。そ こでまず、

キーのタイプ をどち らにす るか を決めて、システムに伝 えなければな りませ

ん。そこでキーのタイプ をフレーム種 にす るなら 且amenameを 、フレーム種

管理番号にするなら 且ame』oを 入力 します。つぎに検索キーの値 をシステム

に入力 して下 さい。 もしもキーのタイプ選択でフ レーム種 を選んでいた ら文

字列 を、フレーム主管理番号 を選んでいたな ら数字 を入力 して下 さい。不正

な入力であれば、検索処理 を中止 します。

●終了

表示 タイプ等の入力の結果問題がなければ表示を行います。表示が終了するとトッ

プ レベルに戻 りプロンプ ト(command>)が 表示 されます。

A.7研 究情報登録(ENTRY-RSH)

・起動

起動す るには トップ レベルのプ ロンプ ト

します。

(command>)表 示 後entry.rshと 入 力

・入力データ

システムか らの メッセージに従 って、次の入力が必要です。

一 研究者名登録する研究 を行 な う研 究者名 を登録 してあるもので入力 します。

もしも入力データが登録 されていない ものであったな ら、エ ラーメッセージ

を表示 して処理 を中止 します。

一 研究 タイトル

登録する研究の タイ トル を入力 します。研 究タイトル と登録する期間デー タ

タイプに応 じて不正な組合せであればエラー メッセージを表示 して処理 を中

止 します。

一 期間デー タタイプ

研究管理情報 として研究期 間を入力す るのに、データのタイプ を次の3つ に

わけ、システムに指示 します。データのタイプはBEGIN,END,BEGIN;END

の3タ イプあ ります。
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*BEGIN

始めた研 究の登録 をお こなうときに入力 します。システムに開始年月 日

を入力することを しらせています。

*END

研 究が終了 したことを登録する時に入力 します。システムに入力が終了

年月 日であることを知 らせています。

*BEGIN;END

過去に始ま り終わった研究 を登録する時に入力 します。システムに開始

年月 日と終了年月 日を入力することを知 らせます。

一 期 間データ

期 間データタイプで示 したデータの値 を入力 します。年 と月と日はそれぞれ

スペースで区切 られています。研究開始年月 日と終了年月 日の問はセ ミコロ

ン(;)で 区切 られます。

一 終了

入力結果、登録するデータとして矛盾がな く登録成功な らOKと 表示 して処

理 を終了 します。 トップ レベルにもどりプロンプ ト(command>)を 表示 し

ます。

A.8研 究 メンバー登録(ENTRY.MEM)

システムは研究室に所属する研究者情報 を管理 しています。研究者情報の登録 を行 な

います。

・起動

トップ レベルのプロンプ ト(command>)が 表示 されてい る状態でentry.memと

入力 します。

●入力データ

一 研究者名

研究室に所属 している研 究者名 を入力 します。本来、同姓同名に対応 しなけ

ればな りませ ん。現段階では同姓同名 に対応 してな く、新規登録 を行 なえま

せん。

一 期 間データタイプ

研究者情報 として活動期 間を入力する際、データの タイプを次の3つ にわけ、

システムに指示 します。データタイプはBEGIN,END,BEGIN;ENDの3タ

イプあ ります。

*BEGIN

新規 に研 究者 を登録す ることをシステムに通知 します。入力が活動 開始

年月 日であることを示 してい ます。
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*END

研究者の修了 を記録することをシステムに通知 します。入力が活動終了

年月日であ ることを示 しています。

*BEGIN;END

過去の研究者 を登録することをシステムに通知 します。入力が所属年月

日と修 了年月日であ ることを示 しています。

一 期間データ期 間データタイプで示 したデー タの値 を入力 します。年 と月 と日

はそれぞれスペースで区切 られています。所属年月日と修了年月 日の間はセ

ミコロン(;)で 区切 られています。

・終了

正常 に登録 処理が行なわれた場合 、OKを 出力 します。登録デー タについて既存の

データと矛盾が生 じるような場合 、エラーを通知 して登録 は行 なわれませ ん。メッ

セージを表示 して トップ レベルに戻 ります。プ ロンプ ト(command>)を 出力 し

ます。

A.9研 究室スケ ジュール登録(ENTRY-SCE)

研究室行事 を記録 します。JAISTの 行事予定や学会の活動スケジュール、研究室のゼ

ミの予定 など、研究室の メンバーが関係す る行事 の予定 と記録 を残 します。予定 として

記録 された情報がそのまま過去の情報 となった場合、それは研究室活動 の記録 と意味が

変わ ります。

・注意

現在のシステムではスケジュールの改変が行なわれる頻度が高い として、行事 に

割 り振 っている管理番号 を時間的 に信頼で きない もの としています。〈新規登録

の度 にソー トをかけている。〉そ こで生成物 とイベ ントの相関関係の記録 に関 し

て弱い もの となってい ます。この点 に関 しより実用的 な方針の元 で改善 しなけれ

ばならない とかんがえています。

●起動

起動するには トップ レベルのプロ ンプ ト(command>)表 示後entry.sceと 入力

します。

●入力データ

一 行事参加者

一行 につ き参加者一人 を入力 していきます。参加者名は登録 している ものを

使用 します。

一 参加者入力終了コード

システムへ行事参加者の入力が終了 したことを通知するコー ド(date)で す。

dateと だけ入力 します。
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一 予定年月 日

参加者 リス トの入力 を終え参加者入力終了 コードを入れた後 、年月 日を入力

します。それぞれの項 目はスペースで区切 ります。

一 行事

行事 について自由に入力 して下 さい。

・終了

入力の結果 としてデータに問題がある場合、何 もメッセージを返 さないまま不正

な人間を除いた リス トを作成 して登録処理 を行ないます。

・注意

このルーチンはかな り最初の方 に作 ったので、エ ラー処理 に関 して十分ではあ り

ません。

A.10研 究室 スケ ジュール修正(MODIFY.SCE)

スケジュールは変更修正が頻繁 に起 こる情報です。修正す る項 目には修正項 目マーク

を入力後 、修正データを入力 します。以前 と変更がない項目については修正項 目マーク

をつけず にそのままのデー タを入力 します。

●起動

トップ レベルのプロンプ ト(command>)が 表示 されている状態でmodify.sceと

入力 します。

・入力データ

ー 修正項 目マーク

XXXの こと。XXXだ け を入力 します。

一 行事参加者

一行 につき参加者一人を入力 してい きます。参加者名は登録 しているもの を

使用 します。。

一 参加者入力終了 コー ド

システムへ行事参加者の入力が終了 したことを通知するコー ド(date)で す。

dateだ けの入力 をおこない終了を通知いた します。

一 予定年月 日

参加者 リス トの入力 を終え参加者入力終了 コー ドを入れた後、年月 日を入力

します。それぞれの項 目はスペースで区切 ります。

一 行事

行事について自由に入力 して下さい。

A.11研 究室 スケジュール削除(DEL_SCE)

スケジュールから項 目の削除 を行 ないます。
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・起動

トップ レベルのプロンプ ト

入力 します。

●入力デー タ

(command>)が 表 示 され て い る状 態 でentry-memと

一 行事参加者

一行 につ き参加者一人 を入力 していきます。参加者名は登録 しているものを

使用 します。

一 参加者入力終了 コード

システムへ行事参加者の入力が終了 したことを通知するコー ド(date)で す。

dateだ けの入力 をおこない終了 を通知 します。

一 予定年月 日

参加者 リス トの入力 を終 え参加者入力終了コー ドを入れた後、年月 日を入力

します。それぞれの項 目はスペースで区切 ります。

一 行事

行事 について自由に入力 して下 さい。

・注意

省略 した入力デー タがあるとその部分に関 して検 索時チェックを行 ないません。入

力 されたデータの範囲内で最初に該当 したスケジュール を削除 します。複数のデー

タが該当する場合で も最初に該当する行事 を削 除 します。消すデ ータを一意に決

めたい時は全 ての項 目に対 して入力 を行 な うこ とが確 実です。

A.12ス ケジュール表示(VIEW_SCE)

詳細はSEARCH.CONDレ ベルのイベ ン ト表示 と同 じです。スケジュールか ら指定

された年月の ものだけ を表示 します。メッセージに従 い、西暦年 と月 を半角数字で、ス

ペースで区切 って入力 して ください。

●起動

トップ レベルのプロンプ ト(command>)が 表示 されている状態でview.sceと 入

力 します。

・入力デ ータ

一 年月デ ータ

表示する予定の年月のことです。半角数字で西暦年 と月 を半角スペースで区

切 って入力 して ください。年だけ入力 に渡せば、その年 の記録 を表示 します。

年 と月をスペースで区切 って渡せば、その年月の記録 を表示 します。

・終了

表示が終われば トップレベルに戻 り、プロンプ ト(command>)が 表示 されます。

削除 に失敗す ればエ ラーメッセージを出力 します。
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